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一　

は
じ
め
に

二　

草
案
ま
で
の
経
緯

三　

草
案
の
規
定

四　

評
価

五　

お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
、
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
司
法
大
臣T

hom
as K

utschaty

は
、
団
体
に
対
す
る

刑
罰
と
処
分
を
規
定
す
る
﹁
企
業
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体
の
刑
法
的
答
責
性
導
入
に
関
す
る
法
律
草
案
﹂（
団
体
刑
法
典
草
案
）
を
公
表
し
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八

ド
イ
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け
る
団
体
刑
法
典
草
案
と
犯
罪
論

五
一
〇

た
）
1
（

。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
企
業
等
の
団
体
の
有
害
活
動
に
対
し
て
、
秩
序
違
反
法
に
よ
り
団
体
に
対
し
て
過
料
を
科
す
こ
と
で
対
処
し
て

き
た
（
秩
序
違
反
法
三
〇
条
、
一
三
〇
条
）。
本
草
案
は
、
こ
の
よ
う
な
秩
序
違
反
法
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
団
体
刑
法
を
導
入
し
て
、
団

体
に
対
し
て
刑
事
罰
を
科
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
同
年
一
一
月
一
四
日
、
第
八
四
回
司
法
大
臣
会
議
は
、
同
草
案
が
特
別
な
企
業
刑
法
の

導
入
と
結
び
つ
い
た
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
詳
細
に
審
議
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
と
決
議
し
た）

2
（

。
本
草
案
を
契

機
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
企
業
刑
法
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
が
改
め
て
活
発
に
な
り
、
各
種
団
体
か
ら
の
意
見
表
明
や
対
案
が
提
出
さ
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
本
草
案
提
出
に
至
る
経
緯
お
よ
び
本
草
案
の
内
容
の
う
ち
、
犯
罪
論
に
関
す
る

規
定
を
中
心
に
概
観
し
、
現
時
点
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
犯
罪
に
関
す
る
立
法
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

草
案
ま
で
の
経
緯

１　

現
在
の
法
律
状
態

　

法
人
等
の
代
表
権
を
有
す
る
機
関
、
機
関
の
構
成
員
、
そ
の
他
法
人
等
の
事
業
・
企
業
の
管
理
に
つ
い
て
責
任
が
あ
り
、
業
務
遂
行
の
監

督
、
管
理
的
地
位
に
お
け
る
統
制
権
限
を
有
す
る
者
が
、
犯
罪
ま
た
は
秩
序
違
反
を
行
い
、
法
人
等
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
に
違
反
し
、
法
人

等
が
利
得
し
、
ま
た
は
利
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
場
合
に
、
法
人
等
に
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
（
秩
序
違
反
法
三
〇
条
一
項
）。

　

ま
た
、
事
業
主
ま
た
は
企
業
主
（
同
法
九
条
一
項
に
よ
り
、
法
人
等
の
代
表
権
を
有
す
る
機
関
等
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
と
し
て
自
己
に

課
せ
ら
れ
、
か
つ
そ
の
違
反
に
つ
い
て
刑
罰
ま
た
は
過
料
が
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
に
違
反
す
る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
監
督
措

置
を
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
講
じ
な
か
っ
た
者
は
、
相
当
な
監
督
を
し
て
い
れ
ば
防
止
さ
れ
た
、
ま
た
は
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
秩
序
違
反
を
行
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
同
法
一
三
〇
条
一
項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
法
人
等
の
機
関
の
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五
一
一

監
督
義
務
違
反
が
秩
序
違
反
と
な
る
結
果
、
法
人
等
に
対
し
て
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る）

4
（

。

　

な
お
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告）

5
（

に
基
づ
い
て
秩
序
違
反
法
が
改

正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
故
意
行
為
の
場
合
に
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
過
失
行
為
の
場
合
に
五
〇
万
ユ

ー
ロ
で
あ
っ
た
過
料
の
上
限
が
、
故
意
行
為
の
場
合
一
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
過
失
行
為
の
場
合

五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
同
法
三
〇
条
二
項
））

6
（

。
過
料
の
算
定
に
と
っ
て
重
要

な
の
は
、
行
為
お
よ
び
個
人
行
為
者
の
責
任
の
重
大
性
で
あ
っ
て
、
団
体
の
過
誤
の
程
度
で
は

な
い）

7
（

。
ま
た
、
利
益
収
奪
に
つ
い
て
は
、
同
法
一
七
条
四
項
に
よ
り
、
過
料
は
行
為
者
が
秩
序

違
反
か
ら
得
た
利
益
を
超
え
る
も
の
と
さ
れ
、法
律
上
の
上
限
が
そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

上
限
を
超
え
て
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
多
額
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
た
事
件
に
お
い
て
、

制
裁
部
分
は
わ
ず
か
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
部
分
が
利
益
収
奪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に

決
定
的
に
重
要
な
の
は
利
益
収
奪
の
部
分
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る）

8
（

。
さ
ら
に
、
過
料
が
規

定
さ
れ
た
行
為
か
ら
利
益
が
得
ら
れ
た
場
合
で
過
料
が
決
定
さ
れ
な
い
場
合
、
得
ら
れ
た
利
益

の
価
値
に
相
当
す
る
金
額
の
利
益
収
奪
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
二
九
ａ
条
）。﹁
得
ら

れ
た
何
ら
か
の
も
の
（etw

as

）﹂
の
す
べ
て
の
収
奪
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
総
体
主
義

（B
ruttoprinzip

）
に
よ
り
、
と
く
に
利
益
獲
得
の
た
め
の
費
用
の
差
し
引
き
計
算
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る）

9
（

。

　

な
お
、
連
邦
政
府
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
に
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
上

の
過
料
が
科
せ
ら
れ
た
の
は
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

表１

総数 200-300 300-1000 1000-
5000

5000-
20000

20000-
50000 50000-

2009年 2,617 405 1,143 850 136 42 41

2010年 2,871 412 1,297 893 164 30 75

2011年 2,273 396 1,066 641 125 21 24

2012年 3,035 418 1,604 830 132 16 35

2013年 2,871 412 1,297 893 164 30 75

　（BT－Drucks. 18/2187, S. 7.）
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五
一
二

　

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
に
よ
り
法
人
に
対
し
て
科
せ

ら
れ
た
過
料
は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

２　

草
案
公
表
に
至
る
経
緯

　

こ
れ
ま
で
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
秩
序
違
反
法
の
改
正
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
基
準
に
対

応
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
的
に
は
、
立
法
は
か
な
り
以
前
か
ら
団
体
の
刑
事
責
任
を
導

入
す
る
方
向
に
推
移
し
て
い
る）
₁₀
（

。
ま
た
、
国
際
条
約
に
お
い
て
、
法
人
等
の
刑
事
責
任
の
強
化
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
財
政
的
利
益
の
保
護
の
た
め
の
協
定
に
関

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
条
約
の
Ｋ
３
条
項
に
基
づ
く
第
二
議
定
書）
₁₁
（

は
、
加
盟
国
に
一
定
の
犯
罪
に
対

す
る
法
人
等
の
責
任
（
必
ず
し
も
刑
事
責
任
で
あ
る
必
要
は
な
い
）
を
規
定
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
ま
た
、
制
裁
は
﹁
有
効
、
適
切
か
つ
威
嚇
力
の
あ
る
制
裁
﹂
を
規
定
す
べ
き
で
あ
り
、﹁
刑

表２

2009年 ２億9,700万ユーロ

2010年 ２億1,500万ユーロ

2011年 １億8,700万ユーロ

2012年 ３億1,400万ユーロ

2013年 ２億4,000万ユーロ

2014年 ８億7,500万ユーロ（７月15日現在）

　（BT－Drucks. 18/2187, S. 8.）

法
的
ま
た
は
非
刑
法
的
財
産
的
制
裁
﹂
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る）
₁₂
（

。
二
〇
一
一
年
に
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
作
業
グ
ル
ー
プ
が
、

ド
イ
ツ
に
対
し
て
、
贈
収
賄
に
関
し
て
威
嚇
力
の
あ
る
、
有
効
か
つ
適
切
な
制
裁
に
よ
る
法
人
等
の
答
責
性
の
実
効
性
を
保
障
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
勧
告
し
た）
₁₃
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
も
、
法
人
に
対
す
る
効
果
的
な
制
裁
の
導
入
を
要
求
す
る）
₁₄
（

。
さ
ら
に
、﹁
Ｅ

Ｕ
の
財
政
的
利
益
保
護
の
た
め
の
刑
法
規
定
コ
ル
プ
ス
・
ユ
リ
ス
（C

orpus Juris

）﹂
一
三
条
も
、
法
人
の
処
罰
規
定
を
設
け
て
い
る）
₁₅
（

。

た
だ
し
、
法
人
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
は
刑
罰
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
秩
序
違
反
法
の
制
定
に
よ
っ
て
も
義
務
は
履
行
さ
れ

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る）
₁₆
（

。
本
草
案
は
、
第
二
議
定
書
の
構
想
に
従
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
適
合
性
を
確
立
す
る）
₁₇
（

。

　

他
方
、
国
内
的
背
景
と
し
て
は
、
ま
ず
、
一
九
九
七
年
の
、
団
体
刑
罰
お
よ
び
処
分
を
導
入
す
る
提
案
を
含
む
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
討
議
草
案
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五
一
三

が
挙
げ
ら
れ
る）
₁₈
（

。
ヘ
ッ
セ
ン
州
は
連
邦
政
府
に
決
議
を
申
請
し
た
が）
₁₉
（

、
責
任
原
理
を
理
由
と
す
る
疑
念
か
ら
、
後
に
取
り
下
げ
た）
₂₀
（

。
一
九
九

八
年
六
月
一
七
、
一
八
日
の
第
六
九
回
司
法
大
臣
会
議
は
、
法
人
に
対
す
る
制
裁
の
可
能
性
を
有
効
に
改
善
す
る
必
要
性
を
強
調
す
る
決
議

を
し
た）
₂₁
（

。
連
邦
政
府
も
、
一
九
九
八
年
九
月
に
は
、
団
体
犯
罪
お
よ
び
そ
の
現
代
的
現
象
形
態
に
関
す
る
制
裁
の
多
様
性
の
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た）
₂₂
（

。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
は
、
連
邦
司
法
省
に
設
置
さ
れ
た
刑
事
制
裁
シ
ス
テ
ム
改
革
委
員
会
は
、

団
体
の
刑
法
的
答
責
性
の
導
入
に
は
憲
法
上
お
よ
び
理
論
上
の
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
包
括
的
な
非
刑
法
的
制
裁
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、

立
法
の
必
要
性
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た）
₂₃
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日
の
第
八
二
回
司
法
大
臣
会
議
は
、
有
効
な
経
済
犯
罪
対
策
の
可
能
性
を
改
善
す
る
た
め
に

適
切
な
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
は
﹁
団
体
刑
罰
の
要
素
﹂
も
含
ま
れ
て
い
た）
₂₄
（

。
翌
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
五
日
の
第

八
三
回
司
法
大
臣
会
議
で
は
、
改
め
て
企
業
刑
法
が
議
論
さ
れ
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
が
企
業
刑
法
導
入
に
関
す
る
法

律
案
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
議
し
た）
₂₅
（

。
連
邦
議
会
の
第
一
七
会
期
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
企
業
刑
法
の
導
入
を
検
討
し
、
特
定
分
野
に
お
け
る
秩
序
違
反
法
を
改
正
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
動
議
を
提
出
し
た）
₂₆
（

。
ま
た
、

第
一
八
会
期
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
立
協
約
に
お
い
て
は
、﹁
企
業
分
野
に
お
け
る
可
罰
的
行
為
に
関

し
て
秩
序
違
反
法
を
強
化
す
る
。
企
業
に
対
す
る
具
体
的
な
量
刑
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
多
国
籍
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
対
す
る
企
業
刑
法
を
検

討
す
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る）
₂₇
（

。

　

本
草
案
提
出
の
背
景
に
は
、
現
代
に
お
け
る
組
織
化
社
会
の
進
展
が
あ
る
。
そ
の
中
で
市
場
に
お
い
て
活
動
す
る
法
人
・
人
的
会
社
の
数

は
増
え
続
け
て
い
る
。
現
行
の
秩
序
違
反
法
は
、
企
業
に
対
し
て
十
分
な
予
防
作
用
を
も
た
ず
、
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
文
化
の
発
展

と
保
護
を
効
果
的
に
促
進
す
る
手
段
が
欠
如
し
て
い
る
と
さ
れ
る）
₂₈
（

。

　

本
草
案
は
二
〇
一
四
年
末
ま
で
に
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
実
行
さ
れ
て
い
な
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い
）
₂₉
（

。３　

団
体
刑
法
導
入
の
必
要
性

　

理
由
書
に
よ
れ
ば
、
本
草
案
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
予
防
と
団
体
の
支
援
を
持
続
的
に
促
進
す
る
た
め
に

法
律
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る）
₃₀
（

。
企
業
や
団
体
に
制
裁
を
科
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
文
化
の
発
展
、
育
成
の
た
め
の
有

効
な
刺
激
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
理
由
書
は
、
団
体
刑
法
典
制
定
の
必
要
性
の
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
事
情
を
示
す
。

　

第
一
に
、
現
代
は
組
織
化
社
会
で
あ
り
、
市
場
で
活
動
し
て
い
る
法
人
・
人
的
会
社
は
増
え
続
け
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
企
業
グ
ル
ー
プ
の

重
要
性
は
増
大
し
て
い
る
。
警
察
に
認
知
さ
れ
た
犯
罪
の
う
ち
経
済
犯
罪
の
占
め
る
割
合
は
減
少
し
て
い
る
が
、
被
害
総
額
の
半
分
以
上
を

経
済
犯
罪
が
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
に
対
す
る
刑
事
訴
追
は
不
十
分
で
あ
り
、
打
ち
切
り
率
も
高
い）
₃₁
（

。
第
二
に
、
個
人
責
任
を
問

う
伝
統
的
な
個
人
刑
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済
犯
罪
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
。
組
織
内
に
お
け
る
個
人
責
任
の
軽
微
性
、
行
為
管
轄
の

分
散
的
組
織
に
お
け
る
権
限
移
譲
に
よ
る
義
務
の
拡
散
か
ら
、
明
確
な
責
任
追
及
が
困
難
と
な
り
、
不
法
が
誰
に
も
帰
属
で
き
な
い
と
い
う

﹁
組
織
化
さ
れ
た
無
責
任
（organisierte U

nverantw
ortlichkeit

）﹂、
あ
る
い
は
下
位
従
業
員
が
責
任
を
問
わ
れ
隠
れ
蓑
に
さ
れ
る
と
い

う
﹁
小
者
の
犠
牲
（B

auernopfer

）﹂
が
生
じ
、
処
罰
の
間
隙
に
至
る）
₃₂
（

。
第
三
に
、
現
行
秩
序
違
反
法
に
よ
る
過
料
と
い
う
制
裁
は
、
団

体
の
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
中
立
的
な
義
務
の
警
告
と
結
び
つ
い
た
単
な
る
過
料
の
賦
課
は
、
国
際
経
済
の
現
状
か

ら
す
る
と
時
勢
に
適
っ
て
い
な
い
。
企
業
に
と
っ
て
過
料
を
負
う
リ
ス
ク
は
計
算
可
能
で
あ
り
、
倫
理
的
非
難
の
性
格
を
も
た
な
い
過
料
で

は
十
分
な
予
防
作
用
は
期
待
で
き
な
い）
₃₃
（

。
こ
れ
は
、
過
料
額
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
も
根
本
的
に
は
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
過

料
賦
課
に
は
明
確
な
算
定
基
準
が
な
く
、
過
料
額
の
範
囲
が
非
常
に
広
い
た
め
に
、
企
業
に
と
っ
て
連
邦
全
体
で
統
一
的
な
原
則
お
よ
び
法

的
確
実
性
が
存
在
せ
ず
、
低
い
過
料
額
を
利
益
収
奪
に
よ
っ
て
補
お
う
と
す
る
な
ど
、
法
適
用
の
平
等
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
い）
₃₄
（

。
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第
四
に
、
団
体
刑
法
導
入
否
定
説
は
、
一
方
で
、
団
体
に
対
す
る
刑
罰
を
否
定
す
る
が
、
他
方
で
、
過
料
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
と
っ
て
は

支
払
義
務
お
よ
び
そ
の
額
が
決
定
的
で
あ
り
、
そ
の
法
的
性
質
は
重
要
で
は
な
い
と
し
て
、
刑
罰
と
の
相
違
は
認
め
ら
れ
ず
、
団
体
過
料
は

真
正
な
制
裁
で
あ
り
、
広
い
意
味
に
お
い
て
秩
序
違
反
法
は
刑
法
と
い
っ
て
も
よ
い
と
す
る）
₃₅
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
レ
ッ
テ
ル
詐
欺
で
は
な
い

か
。
行
政
制
裁
で
あ
る
と
し
て
も
、
刑
罰
と
同
様
の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
刑
罰
と
同
じ
原
理
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
制
裁
は
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
刑
罰
で
は
な
く
、
手
続
は
刑
事
裁
判
所
が
関
与
し
て
行
わ
れ
る
が
、
透
明
性
、
刑
事
手
続
の

権
利
保
護
は
回
避
さ
れ
る
と
い
う
の
は
矛
盾
で
あ
る
。
団
体
刑
罰
に
対
す
る
批
判
が
、
行
政
法
へ
の
転
換
に
よ
り
一
掃
で
き
る
と
考
え
る
の

は
幻
想
で
あ
る）
₃₆
（

。
む
し
ろ
、
正
面
か
ら
、
団
体
に
対
す
る
刑
罰
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る）
₃₇
（

。
第
五
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

過
料
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
制
度
的
に
考
慮
さ
れ
な
い
た
め
に
、
企
業
に
と
っ
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
の
た
め
に
明
確
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
欠
け
る）
₃₈
（

。
し
た
が
っ
て
、
予
防
的
構
造
を
促
進
・
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
草
案
は
、
実
体
法
上
・
手
続
法
上
の
見
地
か
ら
、
団
体
の
責
任
を
独
自
の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
基
礎
づ
け
る
法

律
の
制
定
を
提
案
す
る
。

三　

草
案
の
規
定

　

本
草
案
は
刑
事
実
体
法
規
定
（
一
条
～
一
二
条
）
と
刑
事
手
続
法
規
定
（
一
三
条
～
二
二
条
）
か
ら
成
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
団
体
責
任
法

を
参
考
に
し
て
い
る）
₃₉
（

。
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１　

人
的
・
物
的
適
用
範
囲
（
一
条
）

　

第
一
条　
（
一
項
）
本
法
に
お
い
て
団
体
と
は
、
私
法
上
お
よ
び
公
法
上
の
法
人
、
権
利
能
力
な
き
社
団
お
よ
び
権
利
能
力
を
有
す
る
人

的
会
社
を
い
う
。

　
（
二
項
）
本
法
に
お
い
て
違
反
行
為
と
は
、
高
権
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
で
、
刑
罰
法
規
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

違
反
行
為
に
よ
っ
て
団
体
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
も
し
く
は
違
反
行
為
に
よ
っ
て
団
体
が
利
益
を
得
る
か
、
利
益
を
得
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
場
合
、
違
反
行
為
は
団
体
に
関
連
す
る
。

　
（
三
項
）
本
法
に
お
い
て
決
定
担
当
者
と
は
、
以
下
の
者
を
い
う
。

a）　

法
人
の
代
表
権
を
有
す
る
機
関
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
機
関
の
構
成
員

b）　

権
利
能
力
な
き
社
団
の
役
員
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
役
員
会
の
構
成
員

c）　

権
利
能
力
を
有
す
る
人
的
会
社
の
代
表
権
を
有
す
る
社
員

d）　

法
人
・
社
団
の
事
業
体
ま
た
は
企
業
に
お
い
て
、
管
理
的
機
能
（
管
理
的
地
位
に
お
け
る
業
務
執
行
の
監
督
ま
た
は
統
制
権
限
の

行
使
が
経
営
ま
た
は
企
業
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
そ
こ
に
含
む
）
を
答
責
的
に
果
た
す
者

　
（
四
項
）
本
法
に
お
い
て
権
利
承
継
者
と
は
、
包
括
的
承
継
ま
た
は
会
社
分
割
を
行
う
こ
と
（
会
社
変
更
手
続
法
一
二
三
条
）
に
よ
る
部

分
的
包
括
承
継
の
た
め
に
、
他
の
団
体
の
地
位
を
引
き
継
い
だ
団
体
を
い
う
。
取
得
者
が
前
権
利
者
の
す
べ
て
の
主
要
な
経
済
的
利
益
を
承

継
し
、
承
継
さ
れ
た
経
済
的
利
益
を
本
質
的
に
同
様
の
方
法
で
用
い
る
場
合
、
包
括
的
承
継
団
体
は
、
他
の
会
社
変
更
手
続
の
手
段
な
ら
び

に
個
別
の
権
利
承
継
者
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
。



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
団
体
刑
法
典
草
案
と
犯
罪
論

同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

一
八
五

五
一
七

⑴
　
団
体
の
範
囲

　

団
体
制
裁
は
、
平
等
な
取
り
扱
い
の
根
拠
か
ら
、
す
べ
て
の
法
人
、
権
利
能
力
な
き
社
団
、
権
利
能
力
を
有
す
る
人
的
会
社
に
対
し
て
科

す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
家
に
よ
る
国
家
の
処
罰
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
高
権
に
基
づ
く
権
限
の
行
使
に
お
い
て
活
動
す
る
公
法

上
の
団
体
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
第
二
議
定
書
に
従
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
と
の
調
和
を
図
る
も
の
で
あ
る）
₄₀
（

。

　

こ
の
広
い
適
用
範
囲
は
、
コ
ル
プ
ス
・
ユ
リ
ス
一
三
条
一
項
（
団
体
が
法
人
で
あ
る
、
ま
た
は
権
利
能
力
を
有
し
固
有
の
財
産
を
有
す
る

場
合
で
、
か
つ
犯
罪
が
、
団
体
の
た
め
に
、
機
関
、
代
表
者
、
そ
の
他
団
体
の
名
に
お
い
て
行
為
す
る
、
ま
た
は
法
的
・
事
実
的
決
定
権
限

を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
場
合
、
一
条
か
ら
八
条
に
基
づ
く
犯
罪
に
つ
い
て
、
団
体
も
刑
事
責
任
を
負
う
。）
で
用
い
ら
れ
た
企

業
概
念
を
そ
の
基
礎
に
置
い
た
と
も
い
わ
れ
る）
₄₁
（

。
た
だ
し
、
権
利
能
力
な
き
社
団
を
含
む
点
で
よ
り
広
い）
₄₂
（

。
こ
れ
は
、
巧
み
な
法
形
式
の
構

成
に
よ
る
制
裁
の
回
避
を
阻
止
し
、
す
べ
て
の
団
体
を
平
等
に
取
り
扱
う
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が）
₄₃
（

、
非
営
利
団
体
、
企
業
活
動
を
し
な
い
団

体
を
含
む
こ
と
、
団
体
の
規
模
に
よ
る
区
別
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
広
す
ぎ
る
と
の
批
判
が
あ
る）
₄₄
（

。
高
権
的
権
限
を
行
使
す
る
公
法
上

の
団
体
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
定
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
と
す
る
批
判
も
あ
る
が）
₄₅
（

、
国
際
的
基
準
に
合
致
す
る
も
の
と

し
て
支
持
さ
れ
て
い
る）
₄₆
（

。

⑵
　
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為

　
⒜
　
違
反
行
為

　

団
体
に
対
し
て
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
の
は
、
団
体
の
業
務
遂
行
中
に
、
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
違

反
行
為
と
は
刑
罰
法
規
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
違
反
行
為
は
違
法
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
故
意
犯
の
場
合

は
少
な
く
と
も
自
然
的
故
意
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る）
₄₇
（

。
こ
の
点
、
規
定
か
ら
は
違
反
行
為
が
客
観
的
な
構
成
要
件
の
実
現
で
足
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り
る
の
か
、
故
意
犯
の
場
合
に
故
意
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
違
法
か
つ
有
責
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
ら
ず
不
明
確
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₄₈
（

。

　
⒝
　
団
体
関
連
性
（V

erbandsbezogenheit

）

　

違
反
行
為
は
団
体
に
関
連
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。違
反
行
為
と
団
体
と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
違
反
行
為
を
理
由
と
す
る
団
体
の
制
裁
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
は
、
違
反
行
為
に
よ
っ
て
団
体
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
に
違
反
し
た
場
合
と
、
違
反
行
為
に
よ
っ
て
団
体
が
利
益
を
得
る
か
、
利
益
を
得
る
予
定
で
あ
っ
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
利
益
は
間
接
的
な
経
済
的
利
益
で
足
り
る
が
、
非
物
質
的
な
利
益
で
は
足
り
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
団
体
に

向
け
ら
れ
た
違
反
行
為
は
排
除
さ
れ
る）
₄₉
（

。

　

団
体
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
体
化
・
精
緻
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る）
₅₀
（

。
団
体
の
責
任
の
根
拠
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
義
務
が
団
体
に
関
連
す
る
か
に
と
っ
て
は
、
団
体
に
お
け
る
誤
っ
た
組
織
化
の
表
出
と
し
て
犯
罪
が
行
わ
れ
た
か
否
か
が
重
要
で
あ
る

か
ら
、
企
業
経
営
に
典
型
的
な
危
険
の
実
現
に
拡
大
す
べ
き
で
あ
る）
₅₁
（

、
あ
る
い
は
﹁
団
体
の
利
益
の
た
め
に
団
体
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
に
違

反
し
た
場
合
、
ま
た
は
そ
れ
に
よ
り
団
体
が
利
得
し
た
ま
た
は
利
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
場
合
﹂
と
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
る）
₅₂
（

。

　

な
お
、
団
体
に
不
利
益
な
行
為
の
場
合
、
中
枢
的
地
位
の
濫
用
に
よ
り
、
利
己
的
か
つ
団
体
に
不
利
益
に
な
さ
れ
た
違
反
行
為
は
、
通
常

団
体
の
責
任
を
基
礎
づ
け
な
い
と
さ
れ
る）
₅₃
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
団
体
は
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
の
見
解）
₅₄
（

と
、
こ
れ
に

反
対
す
る
見
解
が
対
立
す
る）
₅₅
（

。
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⑶
　
決
定
担
当
者
（E

ntscheidungsträger

）

　

決
定
担
当
者
は
秩
序
違
反
法
に
は
な
か
っ
た
概
念
で
あ
り
、本
草
案
に
よ
り
初
め
て
採
用
さ
れ
た
概
念
で
あ
る）
₅₆
（

。
決
定
担
当
者
の
範
囲
は
、

現
行
秩
序
違
反
法
三
〇
条
に
類
似
す
る
。
a）
か
ら
c）
は
形
式
的
地
位
に
結
び
つ
い
た
影
響
の
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
、
団
体
組
織
の
中
で
の

管
理
機
能
、
特
に
選
任
・
監
督
に
特
別
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
者
で
あ
り
、
d）
は
実
質
的
に
負
っ
て
い
る
管
理
的
機
能
を
根
拠
と
し
て
、
管

理
職
務
を
事
実
上
引
き
受
け
、
管
理
・
統
制
権
限
を
現
実
に
行
使
す
る
者
で
あ
る）
₅₇
（

。
な
お
、
法
律
上
の
任
命
が
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

包
括
代
理
権
者
、
管
理
的
地
位
に
お
け
る
支
配
人
・
商
事
代
理
人
と
い
う
よ
う
な
現
行
秩
序
違
反
法
三
〇
条
一
項
四
号
に
相
当
す
る
規
定
は

不
要
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₅₈
（

。
重
要
な
の
は
独
立
し
た
義
務
の
遂
行
で
あ
る
か
ら
、
統
制
機
能
も
こ
れ
に
属
す
る
。
こ
の
管
理
統
制
機
能
は
、
団

体
の
活
動
の
限
ら
れ
た
領
域
・
分
野
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
会
計
監
査
人
、
環
境
・
デ
ー
タ
保
護

の
受
任
者
、
内
部
監
査
リ
ー
ダ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
な
ど
が
含
ま
れ
る）
₅₉
（

。

　

刑
法
一
四
条
二
項
に
相
当
す
る
秩
序
違
反
法
九
条
二
項
二
号
は
、﹁
明
示
的
に
委
任
さ
れ
た
（ausdrücklich beauftragt

）﹂
こ
と
を
要

求
す
る
が
、
本
草
案
の
決
定
担
当
者
は
こ
の
範
囲
を
超
え
る
。
従
来
の
形
式
的
な
帰
責
原
理
か
ら
は
、
権
限
移
譲
や
権
限
の
分
散
し
た
組
織

構
造
に
お
け
る
形
式
的
な
統
制
義
務
と
受
任
者
の
行
動
権
限
の
不
一
致
に
よ
り
﹁
組
織
化
さ
れ
た
無
責
任
﹂
が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が

ま
さ
に
団
体
犯
罪
固
有
の
不
法
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る）
₆₀
（

。

　

こ
の
よ
う
な
決
定
担
当
者
の
範
囲
は
、
経
営
に
影
響
の
な
い
者
、
保
障
人
的
地
位
を
有
す
る
と
は
い
え
な
い
者
、
管
理
職
員
で
な
い
者
ま

で
含
ま
れ
、
広
す
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₆₁
（

。
不
当
な
結
論
を
回
避
し
、
本
来
の
組
織
責
任
の
基
本
的
観
念
か
ら
団
体
と
の
関
連
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
団
体
の
た
め
に
答
責
的
に
行
為
で
き
る
者）
₆₂
（

、
あ
る
い
は
団
体
に
お
い
て
組
織
決
定
を
下
す
者
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と

提
案
さ
れ
る）
₆₃
（

。
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団
体
犯
罪
（
二
条
）

　

第
二
条　
（
一
項
）
決
定
担
当
者
に
よ
り
、
団
体
の
業
務
の
遂
行
中
に
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
行
わ

れ
た
場
合
、
そ
の
団
体
に
対
し
て
団
体
制
裁
を
科
す
。

　
（
二
項
）
団
体
の
業
務
の
遂
行
中
に
、
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
団
体
の
決
定
担
当
者
に
よ
っ
て
故
意
ま
た
は
過

失
に
よ
り
、
そ
れ
に
よ
り
違
反
行
為
が
防
止
さ
れ
る
か
、
著
し
く
困
難
に
さ
れ
る
よ
う
な
期
待
可
能
な
監
督
措
置
（
特
に
技
術
的
、
組
織
的

ま
た
は
人
的
な
性
質
の
も
の
）
が
懈
怠
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
団
体
に
団
体
制
裁
を
科
す
。

　
（
三
項
）
第
二
項
の
場
合
に
、
違
反
行
為
が
国
外
で
行
わ
れ
た
と
き
は
、
本
法
の
適
用
範
囲
に
所
在
地
を
有
し
て
い
る
団
体
に
関
連
す
る

場
合
に
の
み
、
団
体
制
裁
を
科
す
。
刑
法
三
条
か
ら
七
条
ま
で
は
影
響
を
受
け
な
い
。

　
（
四
項
）
権
利
承
継
の
時
点
で
違
反
を
完
全
に
ま
た
は
部
分
的
に
知
っ
て
い
た
場
合
、
も
し
く
は
軽
率
に
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
承
継
者

に
団
体
制
裁
を
科
す
。
前
権
利
者
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
た
団
体
制
裁
は
、
承
継
者
に
対
し
て
も
科
せ
ら
れ
る
。

　

団
体
犯
罪
と
さ
れ
る
行
為
は
、
基
本
的
に
秩
序
違
反
法
三
〇
条
、
一
三
〇
条
を
踏
襲
す
る）
₆₄
（

。
相
違
は
、
現
行
秩
序
違
反
法
三
〇
条
が
﹁
過

料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
草
案
二
条
は
﹁
団
体
制
裁
を
科
す
﹂
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る）
₆₅
（

。

⑴
　
特
別
な
団
体
不
法
に
基
づ
く
組
織
責
任

　

本
草
案
の
基
礎
に
は
、
個
人
責
任
の
団
体
へ
の
帰
責
で
は
な
く
、
固
有
の
特
別
な
団
体
不
法
に
基
づ
く
組
織
責
任
と
い
う
理
念
が
あ
る）
₆₆
（

。

団
体
不
法
は
、
犯
罪
行
為
が
許
容
、
助
長
、
誘
発
さ
れ
る
よ
う
に
、
団
体
が
不
十
分
な
組
織
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
誤
っ
た
人
員
の
選

任
お
よ
び
必
要
な
統
制
・
監
督
の
欠
如
が
固
有
の
団
体
不
法
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
違
反
行
為
は
違
法
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
必
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ず
し
も
犯
罪
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る）
₆₇
（

。

　

し
か
し
、
団
体
は
決
定
担
当
者
を
通
じ
て
行
為
す
る
こ
と
か
ら
、
非
難
可
能
性
の
重
点
が
決
定
担
当
者
の
誤
っ
た
行
為
に
あ
る
と
す
る
点

で
は
、
秩
序
違
反
法
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
個
人
の
犯
罪
行
為
か
ら
団
体
の
責
任
を
推
論
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
機
関
の
有
責
な
義
務

違
反
と
団
体
の
責
任
は
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
批
判
さ
れ
る）
₆₈
（

。
こ
れ
で
は
違
反
行
為
と
誤
っ
た
組
織
と
の
結
節
点
が

欠
け
、
組
織
支
配
、
必
要
な
因
果
的
帰
責
関
係
、
組
織
責
任
の
基
礎
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る）
₆₉
（

。
そ
こ
で
、
独
自
の
団
体
不
法
が
、

団
体
が
団
体
の
不
利
益
に
な
る
犯
罪
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
決
定
担
当
者
に
行
為
さ
せ
る
と
い
う
組
織
の
欠
陥
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、﹁
団

体
の
組
織
的
欠
陥
に
基
づ
い
て
、
団
体
の
職
務
遂
行
中
に
決
定
担
当
者
に
よ
り
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
行

わ
れ
た
﹂
場
合
に
団
体
を
処
罰
す
る
と
い
う
よ
う
に
補
充
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い
る）
₇₀
（

。

　

ま
た
、
組
織
の
欠
陥
の
表
出
と
し
て
の
違
反
行
為
と
い
う
団
体
固
有
の
不
法
の
観
点
か
ら
は
、
決
定
担
当
者
の
違
反
行
為
に
限
定
す
る
の

は
一
貫
せ
ず
、
す
べ
て
の
従
業
員
の
作
為
・
不
作
為
を
結
節
点
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い
る）
₇₁
（

。

　

さ
ら
に
、
理
論
的
に
は
、
団
体
の
責
任
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
組
織
の
欠
陥
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
と
、
危
険
の
引
き
受
け
を
直
ち
に

注
意
義
務
違
反
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
法
益
侵
害
（
不
法
）
と
誤
っ
た
組
織
化
（
責
任
）
と
の
時
間
的
同
時
存
在
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
の
批
判
が
あ
る）
₇₂
（

。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
団
体
の
責
任
と
個
人
行
為
者
の
責
任
の
同
一
性
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
団

体
の
構
造
の
性
質
に
基
づ
い
て
、
個
人
犯
罪
に
前
置
さ
れ
た
要
素
と
し
て
の
組
織
の
欠
陥
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ

り
生
じ
る
同
時
存
在
の
原
則
の
例
外
は
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
の
反
論
が
あ
る）
₇₃
（

。

⑵
　
主
観
的
要
件

　

本
草
案
か
ら
は
、
故
意
に
よ
る
違
反
の
み
が
可
罰
的
で
あ
る
場
合
に
、
過
失
に
よ
る
違
反
が
帰
責
で
き
る
の
か
否
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
故
意
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い
る）
₇₄
（

。
一
方
で
違
反
行
為
は
、

故
意
犯
の
場
合
に
自
然
的
故
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら）
₇₅
（

、
他
方
で
本
草
案
二
条
二
項
の
監
督
義
務
違
反
の
場
合
に
、
違
反
行
為
に
は
監

督
義
務
者
個
人
の
故
意
は
必
要
が
な
い
と
す
る）
₇₆
（

の
は
矛
盾
で
あ
り
、﹁
違
反
行
為
﹂
自
体
は
主
観
的
要
素
を
含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
二
条
一

項
の
﹁
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
﹂
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る）
₇₇
（

。

⑶
　
免
責
可
能
性

　

本
草
案
に
よ
る
と
、
決
定
担
当
者
に
よ
り
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
自
動
的
に
団
体
に
帰
責
さ
れ
、
団
体
の
免
責
可
能
性
が
規
定
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
団
体
が
自
然
人
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
、
結
果
責
任
に
帰
す
る
と
批
判
さ
れ
る）
₇₈
（

。
団
体
が
考
え
ら
れ
る
措
置

に
よ
り
回
避
で
き
な
い
行
為
に
つ
い
て
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
責
任
主
義
、
比
例
の
原
則
に
反
す
る）
₇₉
（

。
こ
の
点
、
責
任
主
義
と
い
う
憲
法
上
の

ハ
ー
ド
ル
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
団
体
が
事
前
予
測
に
基
づ
い
て
、
違
反
行
為
の
防
止
の
た
め
に
必
要
か
つ
期
待
可
能
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
、
団
体
制
裁
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
る）
₈₀
（

。

⑷
　
違
反
行
為
を
「
著
し
く
困
難
す
る
」
監
督
措
置

　

本
草
案
二
条
二
項
は
、
違
反
行
為
が
防
止
さ
れ
る
か
、﹁
著
し
く
困
難
に
さ
れ
る
よ
う
な
﹂
監
督
措
置
の
懈
怠
が
あ
っ
た
場
合
に
団
体
制

裁
を
科
す
と
す
る
。
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
監
督
措
置
が
確
実
性
に
境
を
接
す
る
蓋
然
性
を
も
っ
て
違
反
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
帰
責
性
は
、
違
反
行
為
を
防
止
な
い
し
著
し
く
困
難
に
し
た
で
あ
ろ
う
措
置
が
懈
怠
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
本
質
が
あ
る
リ
ス
ク
の
増
加
に
結
び
付
け
ら
れ
る）
₈₁
（

。

　

こ
れ
は
、
危
険
増
加
の
理
論
の
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
因
果
関
係
の
要
件
を
緩
和
し
た
も
の
と
い
え
る）
₈₂
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
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因
果
関
係
を
必
要
と
せ
ず
、
単
な
る
危
険
増
加
で
足
り
る
と
す
る
の
は
、
挙
証
責
任
を
転
換
す
る
も
の
で
﹁
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
﹂

の
原
則
に
反
す
る
、
あ
る
い
は
不
作
為
犯
を
危
険
犯
に
変
え
る
も
の
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
₈₃
（

。
ま
た
、
団
体
責
任
の
根
拠
か
ら
は
、
単
な
る
危

険
で
は
足
り
ず
、
重
大
な
組
織
の
欠
陥
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
違
反
行
為
の
発
生
が
要
件
と
さ
れ
、
重
要
な
の
は
、
行
為
者
が
適
切
な
予
防
措

置
お
よ
び
企
業
に
存
在
す
る
統
制
の
た
め
に
、
高
度
な
犯
罪
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
否
か
で
あ
る
と
も
さ
れ

る
）
₈₄
（

。
⑸
　
監
督
義
務
違
反

　

本
草
案
二
条
二
項
は
、
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
に
従
い
、
決
定
担
当
者
の
監
督
義
務
違
反
の
場
合
に
団
体
制
裁
を
科
す
。
理
由
書
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
に
よ
り
、
決
定
担
当
者
の
懈
怠
に
対
す
る
団
体
の
責
任
を
包
括
的
に
規
定
し
、﹁
組
織
化
さ
れ
た
無
責
任
﹂
の
領
域
に
お
け
る
処

罰
の
間
隙
を
回
避
す
る）
₈₅
（

。
責
任
の
根
拠
は
、
決
定
担
当
者
の
選
任
以
下
の
組
織
の
欠
陥
で
あ
る
。
決
定
担
当
者
は
、
技
術
的
・
人
的
・
組
織

的
措
置
に
よ
り
、
期
待
可
能
な
範
囲
で
、
営
業
活
動
に
お
い
て
典
型
的
な
違
反
行
為
の
危
険
を
防
ぐ
義
務
が
あ
る）
₈₆
（

。
監
督
義
務
は
、
原
則
と

し
て
事
業
体
・
企
業
の
所
有
者
が
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
監
督
義
務
違
反
は
身
分
犯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
秩
序
違
反
法
に
お

い
て
は
、
同
法
九
条
二
項
に
よ
り
同
法
一
三
〇
条
の
行
為
者
の
範
囲
も
限
定
さ
れ
、
明
示
的
な
委
任
を
欠
く
た
め
に
所
有
者
の
義
務
を
代
行

す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
な
い
管
理
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
監
督
義
務
違
反
は
不
可
罰
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
本
草
案
二
条
二
項
に
よ
り
、
こ
の

処
罰
の
間
隙
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）
₈₇
（

。

　

団
体
の
正
犯
性
が
、
決
定
担
当
者
の
行
為
を
可
能
・
容
易
に
す
る
逸
脱
行
為
を
通
じ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
監
督
措
置
の
懈
怠
が
構
成
要
件

要
素
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
項
の
構
成
要
件
は
直
接
団
体
の
組
織
に
結
び
付
け
ら
れ
る）
₈₈
（

。
そ
こ
か
ら
、
管
理
・
監
督
義

務
者
が
、
従
業
員
の
違
反
行
為
を
防
止
ま
た
は
著
し
く
困
難
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
待
可
能
な
監
督
措
置
を
怠
っ
た
か
否
か
が
基
準
と
な
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五
二
四

る
）
₈₉
（

。
し
た
が
っ
て
、
違
反
行
為
は
客
観
的
処
罰
条
件
で
あ
り
、
決
定
担
当
者
の
故
意
・
過
失
は
認
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る）
₉₀
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
草
案
二
条
二
項
は
不
明
確
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る）
₉₁
（

。
ま
た
、
客
観
的
処
罰
条
件
と
し
て
の
違
反
行
為
防
止
の
監
督
義

務
違
反
と
い
う
構
成
で
は
、
責
任
非
難
と
刑
法
的
帰
責
の
結
節
点
は
符
合
せ
ず
、
刑
法
上
の
答
責
性
の
要
求
を
充
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
も
批
判
さ
れ
る）
₉₂
（

。
そ
こ
で
、
適
切
な
監
督
措
置
の
具
体
化
が
提
案
さ
れ
る）
₉₃
（

。

⑹
　
国
外
犯

　

本
草
案
二
条
三
項
は
、
監
督
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
国
内
の
団
体
の
国
外
犯
に
関
す
る
責
任
を
規
定
す
る
。
現
行
秩
序
違
反
法
で
は
、
五

条
に
規
定
さ
れ
た
属
地
主
義
の
た
め
に
、
監
督
の
責
任
の
あ
る
決
定
担
当
者
が
国
外
に
お
い
て
活
動
中
で
あ
っ
た
場
合
、
監
督
義
務
違
反
に

つ
い
て
利
益
を
得
た
団
体
に
制
裁
を
科
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
項
は
、
こ
の
制
裁
の
間
隙
を
埋
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
適
合
性
を
確
立
す

る）
₉₄
（

。
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
団
体
の
所
在
地
（Sitz

）
が
国
内
に
あ
る
以
上
、
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
ど
こ
で
妨
ぐ
こ
と
が

で
き
た
か
に
よ
っ
て
、
組
織
の
欠
陥
に
結
び
付
け
ら
れ
る
刑
法
上
の
団
体
の
答
責
性
は
左
右
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
思
想
に
基
づ
い

て
い
る）
₉₅
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員
が
ド
イ
ツ
刑
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
決
定
担
当
者
が
国
外
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
、
国
内
に
所
在
地
を
置
く
団
体
に
対
す
る
制
裁
が
可
能
に
な
る）
₉₆
（

。

　

統
一
的
な
法
適
用
の
た
め
に
、
団
体
の
所
在
地
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る）
₉₇
（

。
し
か
し
、
二
条
三
項
二
文
で
、
刑
法
の
適
用
範
囲

に
関
す
る
刑
法
三
条
か
ら
七
条
ま
で
の
規
定
は
影
響
を
受
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
団
体
の
所
在
地
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
本
草
案

一
条
二
項
一
文
の
違
反
行
為
に
ド
イ
ツ
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
限
り
、
団
体
も
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る）
₉₈
（

。
そ
う
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
法
人
の
国

外
犯
の
場
合
、
刑
法
七
条
二
項
一
号）
₉₉
（

に
よ
り
常
に
ド
イ
ツ
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
草
案
二
条
三
項
の
特
別
規
定
は
不
要
と

な
ろ
う）
１００
（

。
外
国
の
団
体
が
ド
イ
ツ
で
犯
罪
を
遂
行
す
る
場
合
、
逆
に
ド
イ
ツ
の
団
体
が
外
国
で
犯
罪
を
遂
行
す
る
場
合
に
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
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適
用
の
限
界
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１０１
（

。

　

ま
た
、
外
国
に
お
い
て
団
体
の
刑
事
責
任
に
関
す
る
法
律
が
存
在
す
る
限
り
、
団
体
は
ド
イ
ツ
で
も
外
国
で
も
処
罰
で
き
る
た
め
に
、
二

重
処
罰
の
危
険
が
生
じ
る
。
理
由
書
は
、
本
草
案
一
四
条
三
項）
１０２
（

に
よ
り
、
二
重
起
訴
は
防
止
で
き
る
と
す
る）
１０３
（

。

　

し
か
し
、
本
草
案
一
四
条
三
項
に
よ
る
と
、
決
定
は
検
事
局
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
、
検
事
局
が
要
件
が
存
在
し
な
い
と
判
断
し
、

当
該
外
国
が
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
当
事
国
で
あ
る
場
合
、
団
体
の
二
重
処
罰
に
至
り
う
る
と
批
判
さ
れ
る）
１０４
（

。
そ
こ
か
ら
、
二
条
三
項
の
規
定

の
制
定
を
断
念
す
る
か
、﹁
団
体
が
同
一
の
違
反
行
為
を
理
由
と
し
て
、
す
で
に
本
法
律
の
場
所
的
適
用
範
囲
外
で
処
罰
さ
れ
る
場
合
に
は
、

団
体
は
処
罰
さ
れ
な
い
﹂
と
い
う
よ
う
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
が
あ
る）
１０５
（

。

⑺
　
権
利
承
継
者
に
対
す
る
制
裁

　

本
草
案
二
条
四
項
は
、
権
利
承
継
者）
１０６
（

に
対
す
る
制
裁
の
た
め
の
要
件
を
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
団
体
が
権
利
義
務
の
承
継
に
よ
っ
て
制
裁

を
免
れ
よ
う
と
し
た
り
、
ま
た
は
制
裁
を
軽
減
さ
れ
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る）
１０７
（

。
法
治
国
家
原
理
、
比
例

原
則
の
観
点
か
ら
、
違
反
行
為
に
関
し
て
固
有
の
責
任
の
な
い
権
利
承
継
者
に
前
権
利
者
の
義
務
違
反
の
責
め
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
、
権
利
承
継
者
に
団
体
制
裁
を
科
す
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
は
、﹁
物
が
他
の
者
の
違
法
な
行
為
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
軽
率
に
も

認
識
し
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
刑
法
二
六
一
条
五
項
に
よ
る
資
金
洗
浄
の
構
成
要
件
に
従
う
。
本
項
二
文
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
団
体
責
任
法
一

〇
条
一
項
一
文）
１０８
（

に
な
ら
い
、
団
体
制
裁
は
、
団
体
が
制
裁
を
科
せ
ら
れ
た
後
で
変
更
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
免
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る）
１０９
（

。

　

こ
の
権
利
承
継
者
に
対
す
る
制
裁
は
、
責
任
主
義
・
法
治
国
家
の
要
請
に
反
す
る
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る）
１１０
（

。
ま
た
、
違
反
行
為
を
認
識

し
た
、
ま
た
は
軽
率
か
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
権
利
承
継
者
の
中
の
誰
で
あ
る
の
か
、
従
業
員
で
あ
る
の
か
機
関
等
の
管
理
的
地
位
に
あ
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二
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る
者
で
あ
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い）
１１１
（

。
潜
在
的
購
入
者
は
、
権
利
承
継
者
と
し
て
の
危
険
の
た
め
に
企
業
買
収
を
思
い
と
ど
ま
る
可
能
性
が

あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る）
１１２
（

。
そ
こ
か
ら
、
権
限
の
あ
る
代
表
機
関
が
違
反
行
為
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
の
み
が
決
定
的
で
あ
る
か
ら
、
代
表

権
限
の
あ
る
機
関
の
認
識
を
、
合
議
機
関
の
場
合
に
は
す
べ
て
の
構
成
員
の
認
識
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い
る）
１１３
（

。

３　

刑
法
総
則
の
準
用
（
三
条
）

　

本
草
案
三
条
一
項
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
然
人
に
対
し
て
の
み
適
用
で
き
る
も
の
で
な
く
、
本
法
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
刑
法
典
総
則

規
定
の
準
用
を
規
定
す
る
。
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
刑
法
七
三
条
以
下
の
利
益
収
奪
・
没
収
規
定
を
準
用
す
る
た
め
の
要
件
が
も

た
ら
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
奪
額
に
つ
い
て
は
、
秩
序
違
反
法
と
は
異
な
り
、
総
体
主
義
（B

ruttoprinzip

）
に
従
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

違
反
行
為
か
ら
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
団
体
が
そ
の
行
為
に
つ
い
て
、
ま
た
は
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
得
た
物
す
べ
て
が
収
奪
さ
れ
う
る
。
ま

た
、
秩
序
違
反
法
で
は
欠
け
て
い
た
、
刑
罰
的
性
格
を
も
た
な
い
利
益
収
奪
と
団
体
制
裁
の
場
合
の
処
罰
と
の
区
別
を
可
能
に
す
る
と
さ
れ

る
）
１１４
（

。

　

こ
の
刑
法
典
総
則
へ
の
一
般
的
指
示
に
対
し
て
は
、
個
人
刑
法
の
刑
法
規
範
の
団
体
刑
法
へ
の
転
用
可
能
性
と
い
う
中
心
問
題
に
答
え
て

い
な
い
と
の
批
判
が
多
い）
１１５
（

。
ま
ず
、
刑
法
七
三
条
に
基
づ
く
利
益
収
奪
に
よ
り
、
団
体
に
と
っ
て
破
産
に
至
る
危
険
が
生
じ
る
。
そ
の
よ
う

な
利
益
収
奪
の
事
実
上
の
刑
罰
的
性
格
か
ら
す
る
と
、
総
体
主
義
の
一
般
的
な
継
受
が
団
体
刑
法
に
と
っ
て
説
得
的
で
あ
る
か
は
疑
わ
し
い

と
批
判
さ
れ
て
い
る）
１１６
（

。

　

ま
た
、
正
犯
・
共
犯
の
問
題
は
ま
っ
た
く
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る）
１１７
（

。
決
定
担
当
者
・
従
業
員
の
行
為
が
教
唆
犯
・
幇
助
犯
で
あ
る
場
合
、

二
条
の
﹁
違
反
行
為
﹂
と
い
え
る
の
か
。
い
え
る
と
し
た
場
合
、
団
体
は
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
の
か
、
共
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
の
か
。

理
由
書
に
よ
れ
ば
、
団
体
犯
罪
と
自
然
人
の
犯
罪
が
、
共
犯
ま
た
は
（
過
失
犯
の
場
合
に
）
同
時
正
犯
（N

ebentäterschaft

）
と
い
う
異
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な
る
現
象
形
態
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る）
１１８
（

。
な
お
、
コ
ル
プ
ス
・
ユ
リ
ス
一
三
条
二
項
は
、﹁
法
人
の
刑
事
責
任
は
、
同
一
行
為
の
正
犯
、

教
唆
犯
、
幇
助
犯
で
あ
る
自
然
人
の
刑
事
責
任
を
阻
却
し
な
い
﹂
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
不
十
分
な
人
選
、
あ
る
い
は
管
理
レ
ベ
ル
で
の

不
十
分
な
任
務
調
整
（
二
条
一
項
）、
監
督
・
監
視
措
置
の
シ
ス
テ
ム
上
の
瑕
疵
（
二
条
二
項
）
と
い
う
行
為
貢
献
が
共
同
正
犯
性
に
と
っ

て
十
分
で
あ
る
か
は
疑
わ
し
い）
１１９
（

、
あ
る
い
は
刑
法
典
総
則
へ
の
一
般
的
な
指
示
は
、
正
犯
・
共
犯
の
領
域
に
お
い
て
困
難
を
生
じ
さ
せ
る）
１２０
（

。

　

さ
ら
に
、
罪
数
に
つ
い
て
、
従
業
員
の
複
数
の
違
反
行
為
の
場
合
、
団
体
犯
罪
は
一
罪
で
あ
ろ
う
か
。
固
有
の
団
体
責
任
の
根
拠
が
組
織

の
欠
陥
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
複
数
の
違
反
行
為
が
一
つ
の
組
織
の
欠
陥
に
基
づ
く
場
合
、
一
個
の
違
反
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
ろ
う）
１２１
（

。

　

立
法
者
は
、
団
体
の
可
罰
性
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
刑
法
上
の
基
本
原
則
の
団
体
へ
の
転
用
可
能
性
の
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１２２
（

。
そ
こ
で
、
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
般
的
指
示
を
断
念
し
、
団
体
刑
法
に
刑
法
典
の
ど

の
規
定
が
適
用
・
準
用
さ
れ
る
の
か
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
案
さ
れ
て
い
る）
１２３
（

。

四　

評
価

１　

団
体
刑
法
の
導
入
か
秩
序
違
反
法
の
改
正
か

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
本
草
案
に
対
し
て
は
、
団
体
刑
法
は
、
新
た
な
負
担
を
も
た
ら
さ
ず
競
争
を
改
善
す
る
と
し
て
、
あ
る
い
は
修
正

は
必
要
で
あ
る
が
主
張
可
能
な
妥
協
で
あ
る
と
し
て
賛
成
す
る
意
見
は
少
数
で
あ
り）
１２４
（

、
否
定
的
な
評
価
が
大
勢
を
占
め
て
い
る）
１２５
（

。

　

一
方
で
は
、
法
人
の
可
罰
性
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
企
業
刑
法
の
導
入
は
責
任
主
義
に
反
し
、
二
重
処
罰
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
刑
法
体
系
に
合
致
し
な
い
と
さ
れ
る）
１２６
（

。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
機
関
の
行
為
・
責
任
を
自
己
の
行
為
・
責
任
と
し
て
企
業
に
帰
責
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
責
任
主
義
に
違
反
す
る
と
は
言
え
ず
、
最
終
的
に
企
業
刑
法
の
導
入
を
決
定
す
る
の
は
、
法
政
策
の
問
題
、
す
な
わ
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ち
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
状
況
を
実
質
的
に
正
し
く
規
制
す
る
と
い
う
立
法
者
の
意
思
で
あ
る
と
の
立
場
が
対
立
す
る）
１２７
（

。

　

そ
こ
で
、
問
題
は
、
現
在
の
法
律
状
態
が
、
企
業
に
関
連
す
る
犯
罪
を
迅
速
、
公
平
か
つ
適
切
な
制
裁
で
処
罰
す
る
と
い
う
要
請
に
答
え

ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
と
し
た
場
合
、
団
体
刑
法
の
導
入
が
必
要
か
、
あ
る
い
は
秩
序
違
反
法
の
強
化
で
足
り
る
か
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
企
業
刑
法
導
入
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
団
体
刑
法
の
導
入
は
刑
法
の
最
終
手
段
性
に
反
し
、
企
業
刑
法
を
導

入
し
な
く
て
も
、
現
行
秩
序
違
反
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
評
価
が
大
勢
で
あ
る）
１２８
（

。

　

二
〇
一
四
年
四
月
、
連
邦
企
業
法
律
家
連
盟
（
Ｂ
Ｕ
Ｊ
）
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
た
め
の
法
律
対
案
を
公
表
し
た
。
た
し
か
に
経
済

犯
罪
処
罰
に
関
す
る
従
来
の
規
制
手
段
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
秩
序
違
反
法
三
〇
条
お
よ
び
一
三
〇
条
の
改
正
に
よ
り
対

処
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
有
効
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
と
っ
て
必
要
な
監
督
措
置
を
示
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
（
自

己
申
告
、
損
害
回
復
）
に
任
意
的
・
必
要
的
減
軽
事
由
を
結
び
つ
け
、
カ
ル
テ
ル
法
に
な
ら
っ
て
王
冠
証
人
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
処
分
の

比
例
性
に
関
す
る
明
確
な
基
準
と
規
定
に
よ
り
、
自
己
申
告
の
効
果
に
関
し
て
法
的
確
実
性
を
提
供
す
る
と
さ
れ
る）
１２９
（

。
こ
れ
は
本
草
案
よ
り

広
い
範
囲
で
免
責
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
有
効
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
入
念
な
従
業
員
の
選
任
、
説
示
、
基
準

に
従
っ
た
リ
ス
ク
点
検
、
規
則
の
発
表
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
教
育
の
実
施
、
内
部
通
報
任
務
の
可
能
性
の
創
設
、
嫌
疑
の
要
素
の
解
明

を
掲
げ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
措
置
は
事
業
の
規
模
お
よ
び
事
業
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク
に
比
例
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
法
律
上

の
減
軽
事
由
を
規
定
し
（
三
〇
条
七
項
）、
自
己
申
告
に
よ
り
解
明
に
貢
献
し
た
場
合
に
は
、
過
料
の
賦
課
は
行
わ
ず
、
利
益
収
奪
の
適
用

を
排
除
す
る
（
三
〇
条
八
項
）。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
予
防
の
促
進
の
観
点
か
ら
有
用
で
あ
る
と
の
評
価
も
あ
る）
１３０
（

。

　

ま
た
、
二
〇
一
四
年
七
月
二
四
日
、
ド
イ
ツ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
究
所
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
促
進
法
を
発
表
し

た
）
１３１
（

。
こ
れ
も
秩
序
違
反
法
改
正
の
提
案
で
あ
り
、
多
段
階
的
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
適
切
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
構
造
の
創
設
の
促
進
を
も
た

ら
す
も
の
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
を
秩
序
違
反
法
一
三
〇
条
に
基
づ
く
監
督
措
置
と
理
解
す
る）
１３２
（

。
不
十
分
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
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ス
措
置
ま
た
は
そ
の
欠
如
の
場
合
は
完
全
な
責
任
、
十
分
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
措
置
の
場
合
は
責
任
阻
却
、
十
分
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

措
置
の
た
め
の
真
剣
か
つ
持
続
的
な
努
力
の
場
合
は
任
意
的
減
軽
・
免
除
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
事
件
の
特
別
な
事
情
に
適
切
に
反
応

す
る
た
め
に
必
要
な
柔
軟
性
を
備
え
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
立
法
提
案
に
共
通
す
る
の
は
、
現
行
秩
序
違
反
法
の
可
能
性
を
利
用
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
報
い
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
奨
励
し
、
予
防
作
用
を
果
た
す
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
秩
序
違
反
法
の
改
正
に
よ
る

解
決
に
対
し
て
は
、
過
料
を
支
払
う
の
は
経
済
的
に
は
回
避
権
限
の
な
い
労
働
者
・
株
主
で
あ
り
、
予
防
の
観
点
か
ら
は
、
秩
序
違
反
法
三

〇
条
に
基
づ
く
企
業
過
料
は
無
意
味
で
あ
る）
１３３
（

、
あ
る
い
は
、
秩
序
違
反
制
度
に
内
在
す
る
解
決
は
限
界
に
き
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
起

訴
便
宜
主
義
の
廃
止
・
制
限
は
体
系
破
綻
に
至
り
、
売
り
上
げ
に
関
連
す
る
過
料
の
導
入
に
よ
る
行
為
・
行
為
者
に
比
例
し
た
制
裁
を
可
能

に
す
る
こ
と
も
、
秩
序
違
反
法
領
域
で
は
異
質
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）
１３４
（

。

２　

団
体
の
刑
事
責
任

　

責
任
は
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
団
体
に
は
人
間
の
尊
厳
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
企
業
の
可
罰
性
は
責
任
の

社
会
倫
理
的
理
解
と
は
相
容
れ
な
い
と
批
判
さ
れ
る）
１３５
（

。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
団
体
は
人
間
の
尊
厳
の
保
障
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
由
来
す
る
責
任
原
理
は
団
体
に
は
妥
当
し
な
い
と
反
論
さ
れ
て
い
る）
１３６
（

。
し
か
し
、
法
治
国
家
原
理
は
団
体
に
対
し
て

も
妥
当
す
る
の
で
あ
り
、
法
治
国
家
原
理
は
責
任
原
理
を
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
団
体
刑
法
の
場
合
に
責
任
の
要
件
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
再
反
論
さ
れ
て
い
る）
１３７
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
た
め
に
答
責
的
に
行
為
し
た
個
人
の
責
任
が
企
業
に
帰
責
さ
れ
る
場
合
に

は
、
責
任
主
義
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う）
１３８
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
団
体
の
た
め
に
行
為
す
る
一
定
の
自
然
人
の
行
為
を
団
体
に
帰
責
す
る
と
い
う
構
成
は
、
他
人
の
責
任
の
帰
責
で
あ
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る
が
、
何
人
も
自
己
の
責
任
に
基
づ
い
て
の
み
処
罰
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
責
任
の
可
能
性
の
欠
如
に
取
っ
て
代
わ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
批
判
さ
れ
る）
１３９
（

。
ま
た
、
規
範
遵
守
行
為
の
た
め
に
必
要
な
注
意
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
と
い
う
事
前
（
先
行
）
責
任
に
基
づ

く
組
織
責
任
と
い
う
考
え
方）
１４０
（

に
対
し
て
は
、
団
体
は
機
関
を
通
じ
て
の
み
組
織
化
し
う
る
に
す
ぎ
ず
、
法
適
合
的
な
組
織
体
で
あ
る
と
い
う

抗
弁
を
認
め
て
い
な
い
秩
序
違
反
法
三
〇
条
と
整
合
し
な
い
と
批
判
さ
れ
る）
１４１
（

。

　

本
草
案
は
、
団
体
の
責
任
の
根
拠
を
団
体
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
が
容
認
、
助
長
あ
る
い
は
誘
発
さ
れ
た
組
織
に
対
す
る
団
体
の
答
責
性

に
求
め
る
。
団
体
は
、
団
体
自
身
に
よ
っ
て
選
択
・
形
成
さ
れ
た
瑕
疵
あ
る
組
織
化
の
結
果
で
あ
る
誤
っ
た
展
開
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と

さ
れ
る
。
こ
の
固
有
の
団
体
責
任
は
、
機
関
等
の
個
人
責
任
と
同
一
で
は
な
く
、
単
に
個
人
責
任
の
帰
責
に
尽
き
る
も
の
で
も
な
い
と
さ
れ

る）
１４２
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
団
体
の
決
定
担
当
者
の
選
任
・
組
織
化
の
ど
の
よ
う
な
不
注
意
が
類
型
的
に
犯
罪
に
至
る
の
か
に
つ
い
て
の
経
験
的

知
識
は
存
在
せ
ず
、
草
案
は
こ
の
よ
う
な
行
為
態
様
を
特
徴
づ
け
て
も
い
な
い
と
批
判
さ
て
い
る）
１４３
（

。
誤
っ
た
組
織
が
必
然
的
に
団
体
の
特
別

な
不
法
性
を
示
す
わ
け
で
は
な
く）
１４４
（

、
団
体
に
対
す
る
誤
っ
た
組
織
化
と
い
う
責
任
非
難
と
、
個
人
に
対
す
る
責
任
非
難
は
重
な
ら
ず
、
実
現

さ
れ
た
構
成
要
件
と
の
関
連
性
に
欠
け
る）
１４５
（

。
ま
た
、
団
体
刑
罰
は
、
違
反
行
為
に
責
任
の
な
い
、
ま
た
こ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

第
三
者
で
あ
る
出
資
者
、
株
主
、
労
働
者
、
取
引
の
相
手
方
に
も
刑
罰
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
責
任
主
義
と
は
相
容
れ
な
い

集
団
責
任
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る）
１４６
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
団
体
刑
罰
が
出
資
者
や
従
業
員
に
も
た
ら
し
う
る
効
果
は
、
団
体
へ
の
参
加
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
団
体
の
構
成
員
資

格
が
個
人
に
対
し
て
有
す
る
利
益
に
よ
っ
て
相
応
に
埋
め
合
わ
さ
れ
る
﹁
リ
ス
ク
共
同
体
﹂
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
第
三
者
に
対
す
る
制
裁
の
間
接
的
な
付
随
効
果
は
、個
人
刑
法
に
と
っ
て
も
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
反
論
さ
れ
る）
１４７
（

。
さ
ら
に
、

団
体
の
た
め
に
答
責
的
に
行
為
し
た
個
人
と
団
体
の
重
畳
的
処
罰
は
二
重
処
罰
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
が）
１４８
（

、
前
述
の
よ
う
に
、
固
有
の
団
体
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責
任
は
、
機
関
等
の
個
人
責
任
と
同
一
で
は
な
く
、
単
に
個
人
責
任
の
帰
責
に
尽
き
る
も
の
で
も
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
批
判
は
当
た
ら
な

い
と
い
え
よ
う
。

３　

秩
序
違
反
法
と
の
関
係

　

団
体
刑
法
典
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、
現
在
の
秩
序
違
反
法
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
理
由
書
は
何
も
語
っ
て
は
お
ら
ず
、

両
者
の
関
係
は
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
秩
序
違
反
法
が
改
正
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
秩
序
違
反
の
場
合
に
は
秩
序
違
反
法
が
な
お
適
用
さ

れ
る
が
、
犯
罪
の
場
合
に
は
両
法
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
秩
序
違
反
法
に
お
い
て
は
起
訴
便
宜
主
義
が
妥
当
す
る

の
に
対
し
て
、
本
草
案
に
お
い
て
は
一
四
条
に
基
づ
い
て
起
訴
法
定
主
義
が
妥
当
す
る
こ
と
か
ら
、
秩
序
違
反
法
に
対
し
て
団
体
刑
法
典
が

優
先
さ
れ
、
秩
序
違
反
の
場
合
に
の
み
秩
序
違
反
法
の
適
用
領
域
が
残
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る）
１４９
（

。

　

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
過
料
を
科
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
罰
金
を
科
す
べ
き
で
あ
る
の
か
が
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
は

問
題
が
あ
り
、
団
体
罰
金
が
秩
序
違
反
法
三
〇
条
に
基
づ
く
過
料
に
対
し
て
特
別
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
二
重
処
罰
禁
止
の
観
点
か
ら
も
、
両

制
裁
の
関
係
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
か
、
秩
序
違
反
法
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る）
１５０
（

。
制
裁
が
統
一
的
な
全
体
系
に
組
み
入

れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
種
々
の
制
裁
が
相
互
に
明
確
に
限
界
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う）
１５１
（

。

五　

お
わ
り
に

　

草
案
起
草
者
の
本
来
の
意
図
は
、
二
〇
一
四
年
末
に
は
連
邦
参
議
院
に
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が）
１５２
（

、
こ
れ
ま
で
実
行
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
原
因
は
、
専
門
家
の
消
極
的
な
反
響
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
計
画
が
大
連
立
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
受
け
入
れ
ら
れ
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同
志
社
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六
九
巻
二
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二
〇
〇

ド
イ
ツ
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お
け
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団
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犯
罪
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五
三
二

な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
真
正
の
団
体
刑
法
の
導
入
の
た
め
の
相
当
な
政
治
的
意
思
に
欠
け
る
た
め
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る）
１５３
（

。
し
た

が
っ
て
、
本
草
案
が
法
律
に
な
る
可
能
性
は
少
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
連
邦
政
府
は
、
企
業
刑
法
の
導
入
お
よ
び
個
人
の
責
任
と
の

結
び
つ
き
に
関
し
て
、
可
能
な
構
成
の
問
題
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り）
１５４
（

、
現
在
も
、
団
体
に
対
す
る
刑
事
罰
は
な
お
立
法
作
業
の
議
事
日
程

に
載
っ
て
い
る
と
い
え
る）
１５５
（

。

　

た
し
か
に
、
本
草
案
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
法
律
と
な
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
法
人
の
可
罰
性

否
定
説
が
主
張
し
て
き
た
責
任
原
理
は
、
必
ず
し
も
団
体
刑
法
導
入
の
決
定
的
な
阻
害
要
因
に
は
な
ら
ず
、
団
体
刑
法
導
入
の
可
否
は
、
法

政
策
的
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
本
草
案
は
、
長
年
の
企
業
刑
法
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
を
改
め
て
活
気
づ
け
、
団
体
刑
法
導
入
と
い
う
法
政

策
的
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論
に
値
す
る
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
議
論
の
深
化
を
促
進
す
る
と
い
う
評
価
も
み
ら
れ

る
）
１５６
（

。

　

長
き
に
わ
た
っ
て
法
人
企
業
に
対
す
る
刑
事
責
任
が
否
定
さ
れ
て
き
た
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
立
法
的
解
決
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
い
か
に
し
て
こ
れ
を
克
服
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
今
後
も
こ
の
問
題

に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

（
1
）　E

ntw
urf eines G

esetzes zur E
inführung der strafrechtlichen V

erantw
ortlichkeit von U

nternehm
en und sonstigen V

erbänden （https//justiz.nrw
.

de/JM
/L

eitung/jum
iko/ beschlusse/2013/herbstkonferenz 13/zw

3/T
O

P
_II_5_G

esetzentw
urf.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）（
以
下
、

B
egründung

と
略
記
す
る
）. 

な
お
、
松
原
他
﹁
企
業
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体
の
刑
法
的
答
責
性
導
入
に
関
す
る
法
律
草
案－

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
立

法
提
案－

﹂
同
志
社
法
学
三
七
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
2
）　H

erbstkonferenz der Justizm
inisterinnen und Justizm

inister am
 14. N

ovem
ber 2013 in B

erlin, B
eschluss zu T

O
P

 II.5 （https//w
w

w
.justiz.nrw

.de/

JM
/L

eitung/jum
iko/ beschlusse/ 2013/ herbstkonferenz13/T

O
P

_II_5.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）.
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

二
〇
一

五
三
三

（
3
）　

P
osition

sp
ap

ier von
 T

ran
sp

aren
cy in

tern
ation

al D
eu

tsch
lan

d
 zu

m
 U

tern
eh

m
en

sstrafrech
t vom

 7. 4. 2013 

（h
ttp

://w
w

w
.tran

sp
aren

cy.d
e/ 

fileadm
in/pdfs/T

hem
en/W

irtschaft/Strafrechtliche_V
erantw

ortung_fuer_U
nternehm

en_P
ositionspapier_13_04_20. pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年

一
月
一
一
日
）, B

u
n

d
esverban

d
 d

er U
n

tern
eh

m
en

sju
risten

, S
tellu

n
gn

ah
m

e zu
m

 D
isku

ssion
sen

tw
u

rf d
es B

u
n

d
esm

in
isteriu

m
s d

er Ju
stiz vom

 29. 

M
arz 2012 zur R

egelung der R
echtsnachfolge bei B

uß
geldverfahren gegen juristische P

ersonen und P
ersonenvereinigungen und zur A

nhebung 

des B
uß

geldrahm
ens 

（§§ 30, 130 O
W

iG

）（http://w
w

w
.buj.net/resources/B

U
J-Stellungnahm

e/O
W

iG
-Stellungnahm

e.pdf

）（
最
後
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年

一
月
一
一
日
）, B

u
n

d
esrech

tsan
w

altsk
am

m
er, S

tellu
n

gn
ah

m
e N

r.15/2014 A
p

ril 2014, Z
u

m
 E

n
tw

u
rf ein

es G
esetzes zu

r E
in

fü
h

ru
n

g d
er 

strafrerhtlichen V
erantw

ortlichkeit von U
nternehm

en （http//w
w

w
.brak.de/zur-rechtspolitik/stellungnahm

e-pdf/ stellungnahm
en-deutschland/2014/

april/stellungnahm
e-der-brak-2014-15.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, Stellungnahm

e des D
eutschen A

nw
altvereins durch den 

A
u

ssch
u

ss S
trafrech

t zu
m

 E
n

tw
u

rf ein
es G

esetzes zu
r E

in
fü

h
ru

n
g d

er strafrech
tlich

en
 V

eran
tw

ortlich
keit von

 U
n

tern
eh

m
en

 u
n

d
 son

stigen 

V
erbänden des L

andes N
ordrhein-W

estfalen, Stellungnahm
e N

r.54/2013 

（http//anw
altverein.de/dow

nloads/D
A

V
-SN54-13.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇

一
七
年
一
月
一
一
日
）, B

D
I, B

D
A

, Stellungnahm
e zum

 E
ntw

urf eines G
esetzes zur E

inführung der strafrechtlichen V
erantw

ortlichkeit von U
nterneh-

m
en

 u
n

d
 son

stigen
 V

erbän
d

en
, 31. Jan

u
ar 2014 

（h
ttp

://w
w

w
.bd

i.eu
/m

ed
ia/th

em
en

feld
er/rech

t/d
ow

n
load

s/20140131-/B
D

I-B
D

A
-S

tellu
n

gn
ah

m
e_

U
nternehm

ens strafrecht.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, B

undesverband der U
nternehm

ensjuristen, G
esetzgebungsvorschlag für 

eine Ä
nderung der §§30,130 des O

rdnungsw
idrigkeitengesetzes 

（O
W

iG

）, 2014

（http://w
w

w
.buj.net/resources/Server/B

U
J-Stellungnahm

en/B
U

J_

G
esetzgebungsvorschlag_O

W
iG

.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, L

andesvereinigung der U
nternehm

ensverbände N
ordrhein-W

stfalen 

e. V
 

（U
n

tern
eh

m
er n

rw

）, S
tellu

n
gn

ah
m

e an
 d

ie C
learin

gstelle M
ittelstan

d
 d

es L
an

d
es N

R
W

 zu
m

 E
ntw

u
rf ein

es G
esetzes zu

r E
in

fü
h

ru
n

g d
er 

strafrechtlichen V
erantw

ortlichkeit von U
nternehm

en und sonstigen V
erbänden, （htt://w

w
w

.unternehm
ernrw

.net/dataien/publikationen/Stellungn

ahm
enH

ochschulzukunftgesetz 01-14.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, C

om
pliance- A

nreiz-G
esetz, E

in V
orschlag des D

eutschen 

In
stitu

ts fü
r C

om
p

lian
ce-D

IC
O

 e.V. fü
r d

en
 E

n
tw

u
rf ein

es G
esetzes zu

 S
ch

affu
n

g von
 A

n
reizen

 fü
r C

om
p

lian
ce-M

aß
n

ah
m

en
 in

 B
etrieben

 u
n

d 

U
nternehm

en 

（C
om

pliance-A
nreiz-G

esetz, C
om

pA
G

）（http://w
w

w
.dico-ev.de/w

p-content/uploads/2016/10/C
om

p A
G

_21_07_2014.pdf

）（
最
後
ア
ク

セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, D

eutsches A
ktieninstitut, G

egen die E
inführung eines U

nternehm
ensstrafrechts, P

osition des D
eutschen A

ktieninsti-

tuts vom
 9. D

ezem
ber 2014 zum

 G
esetzesantrag für ein “V

erbandsstrafgesetzbuch” des L
andes N

ordrhein-W
estfalen （https://w

w
w

.D
ai.de/files/dai_

userkontent/dokum
ente/positionspapiere/2014-12-09%

20Stellungnahm
e%
20U

nternehm
ensstrafrecht....pdf

） （
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）, 
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五
三
四

D
eutscher R

ichterbund, Stellungnahm
e des D

eutschen R
ichterbundes zur E

inführung eines U
nternehm

ensstrafrechts, N
r.16/14 （11.2014

）（http://

drb. de/fileadm
in/docs/Stellungnahm

en/2014/D
R

B
_141125_Stn_N

r.16_U
nternehm

ensstrafrecht.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）. 

（
4
）　

神
例
康
博
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
活
動
の
適
正
ル
ー
ル
形
成
の
た
め
の
法
制
度－

特
に
制
裁
シ
ス
テ
ム
の
現
状
﹂
甲
斐
克
則
・
田
口
守
一
編
﹃
企
業
活
動
と
刑
事
規
制
の

国
際
動
向
﹄（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
七
頁
以
下
参
照
。

（
5
）　

O
E

C
D

 D
irektion

 F
in

an
z-u

n
d

 U
n

tern
eh

m
en

sfragen
, D

E
U

T
S

C
H

L
A

N
D

:P
H

A
S

E
 3, B

erich
t ü

ber d
ie A

n
w

en
d

u
n

g d
es Ü

berein
kom

m
en

s ü
ber d

ie 

B
ekäm

p
fu

n
g d

er B
estech

u
n

g au
slän

d
isch

er A
m

tsträger im
 in

tern
ation

alen
 G

esch
äftsverkeh

r u
n

d
 d

er E
m

p
feh

lu
n

g d
es R

ats zu
r w

eiteren 

B
ekäm

pfung der B
estechung ausländischer A

m
tsträger im

 internationalen G
eschäftsverkehr, 2011, S.5, 82f. （http://w

w
w

.oecd.org /corruption/anti-

bribery/ anti-briberyconvention/ 48967037.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）.　

な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
協
定
に
お
け
る
団

体
制
裁
に
つ
い
て
は
、R

önnau/ W
egner, R

eform
 des R

echts der V
erbandssanktionen- europäische und internationale V

orgaben, Z
R

P
 2014, S.162f.

（
6
）　8. G

esetz zur Ä
nderung des G

esetzes gegen W
ettbew

erbsbeschränkungen vom
 26.6. 2013, B

G
B

L
. I, 1738 （1748

）.

（
7
）　B

G
H

 w
istra 1991, 26, B

G
H

 N
StZ

-R
R

 2008, 13, 15, W
agner, Sinn und U

nsinn der U
nternehm

ensstrafe M
ehr P

rävention durch K
rim

inalisierung?, 

Z
G

R
 2016, S. 115f., G

ürtler, G
öhler-O

W
iG

, 16. A
ufl., 2012, 30 R

n. 36a.

（
8
）　Siem

ens

事
件
で
は
、
二
億
一
〇
〇
万
（
な
い
し
三
億
九
五
〇
〇
万
）
ユ
ー
ロ
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
た
が
、
本
来
の
過
料
は
一
〇
〇
万
（
な
い
し
二
五
万
）
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、

二
億
ユ
ー
ロ
は
利
益
収
奪
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｍ
Ａ
Ｎ
事
件
で
は
、
一
億
五
〇
六
〇
万
ユ
ー
ロ
の
う
ち
、
制
裁
は
六
〇
万
ユ
ー
ロ
の
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る｡

Schünem
ann, 

D
as S

ch
u

ld
p

rin
zip

 u
n

d
 d

ie S
an

ktion
ieru

n
g von

 ju
ristisch

en
 P

erson
en

 u
n

d
 P

erson
en

vervän
d

en
, G

A
 2015, S

. 282, W
eim

an
n

, D
er S

tatu
s qu

o als 

A
lte

rn
ative

?- S
taatsan

w
altsch

aftlich
e

 E
rfah

ru
n

g
e

n
 m

it d
e

r b
e

ste
h

e
n

d
e

n
 R

e
ch

tslag
e

 u
n

d
 V

o
rsch

läg
e

 zu
r V

e
rb

e
sse

ru
n

g
, in

: D
as 

U
n

tern
eh

m
en

sstrafrech
t u

n
d

 sein
e A

ltern
ativen

, 2016, S
. 231, S

ch
m

itt-L
eon

ard
y, E

in
e A

ltern
ative zu

m
 U

n
tern

eh
m

en
sstrafrech

t: d
er 

F
olgen

veran
tw

ortu
n

gsd
ialog, in

: D
as U

n
tern

eh
m

en
sstrafrech

t u
n

d
 sein

e A
ltern

ativen
, 2016, S

. 267. F
N
56, T

asch
ke, Z

u
r E

n
tw

icklu
n

g d
er 

V
erfolgung von W

irtschaftsstrafsachen in d
er B

undesrepublik D
eutschland- Teil 3: A

uf dem
 W

eg zur P
rivatisierung der Strafverfolgung, N

Z
W

iSt 

2012, S.94.

（
9
）　W

itte/W
agner D

ie G
esetzesinitiative N

ordrhein-W
estfalens zur E

inführung eines U
nternehm

ensstrafrechts, B
B

 2014, S.643.

（
10
）　B

egründung, S.26f., W
agner, a.a.O

. （A
nm

.7

）, Z
G

R
 2016, S.114, R

önnau/W
egner, a.a.O

. （A
nm

.5

）, Z
R

P
 2014, S.158ff. usw

.

（
11
）　Z

w
eites P

rotokoll aufgrund von A
rtikel K

.3 des V
ertrags über die E

uropäische U
ninon zum

 Ü
bereinkom

m
en über den Schutz der finanziellen 
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六
九
巻
二
号�

二
〇
三

五
三
五

Interessen der europäischen G
em

einschaften A
rtikel 3 V

erantw
ortlichkeit von juristischen P

ersonen, A
blE

G
 1997C221, S.13 （A

B
K

. 1997 C221. 

以

下
﹁
第
二
議
定
書
﹂
と
略
記
す
る
。）.

（
12
）　Z

w
eites P

rotokoll, a.a.O
. （A

nm
.11

）, A
rtikel 4 Sanktionen für juristische P

ersonen, A
blE

G
 1997C221, S.13.

（
13
）　O

E
C

D
, a.a.O

 （A
nm

.5

）, S.8,82f.

（
14
）　B

egründung, S.34ff.

（
15
）　T.W

alter, Strafrechtliche R
egelungen zum

 Schutz der finanziellen Interessen der E
uropäischen U

nion-C
orpus Juris 2000 （F

assung von F
lorenz

）-, 

Stand: 25. 3. 2003, S.7. 

コ
ル
プ
ス
・
ユ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
末
道
康
之
﹃
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
現
状
と
欧
州
刑
法
の
展
望
﹄（
二
〇
一
二
年
、
成
文
堂
）
二
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
16
）　

R
önnau/W

egner, a.a.O
. 

（A
nm

.5

）, Z
R

P
 2014, S.158, P

ieth, B
raucht D

eutschland ein U
nternehm

ensstrafrecht?, K
J 2014, S.276, Z

ieschang, D
as 

V
erbandsstrafgesetzbuch, K

ritische A
nm

erkungen zu dem
 E

ntw
urf eines G

esetzes zur E
inführung der strafredhtlichen V

erantw
ortlichkeit von 

U
n

tern
h

em
en

 u
n

d
 son

stigen
 V

erbän
d

en
, G

A
 2014, S

.97, R
ogall, K

rim
in

alstrafe gegen
 ju

ristisch
e P

erson
en

?, G
A

 2015, S
.261, D

ierlam
m

, D
as 

C
om

pliance-A
nreiz-G

esetz, com
ply 2015, S.20.

（
17
）　B

egründung, S.34, 37.

（
18
）　V

gl. H
am

m
, A

uch das noch: Strafrecht für V
erbände, N

JW
 1998, S.662f., W

egner, Strafrecht für V
erbände? E

s w
ird kom

m
en!, Z

R
P

 1999, S.187, 

K
recker, B

rauchen w
ir ein U

nternehm
ensstrafrecht?, F

estschrift für H
anack, 1999, S.641.

（
19
）　B

undesrat D
rucksache 690/98 （14.07.1998

）.

（
20
）　

B
u

n
d

esrat D
ru

cksach
e 385/99 

（14.06.1999

）. V
gl. E

n
gelh

art, V
erban

d
sveran

tw
ortlich

keit- D
ogm

atik u
n

d
 R

ech
tsvergleich

u
n

g, N
Z

W
iS

t 2015, 

S.202.

（
21
）　69. K

onferenz der Justizm
inisterinnen und-m

inister am
 17. und 18. Juni 1998 in R

ostock- W
arnem

ünde, B
eschluß

 T
O

P
II. 3 （http://archiv jura.

uni-saarland.de/JuM
iK

o/ T
O

P
II3.htm

.

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）. V

gl. W
egner, a.a.O

. （A
nm

.18

）, Z
R

P
 1999, S.188.

（
22
）　B

undestag D
rucksache 13/11425 （09.09.1998

）, S.3.

（
23
）　A

bschluß
bericht der K

om
m

ission zur R
eform

 des strafrechtlichen Sanktionen-system
s, 2000, S.193.

（
24
）　H

ersbstkon
feren

z d
er Ju

stizm
in

isterin
n

en
 u

n
d

 Ju
stizm

in
ister am

 9. N
ovem

ber 2011 in
 B

erlin
, B

esch
lu

ss zu
 T

O
P

 II.2

（w
w

w
.ju

stiz.n
rw

.d
e/JM

/

L
eitung/jum

iko/beschlusse/ 2011/herbstkonferenz11/II_2.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）. V

gl. V
ogel, >

>
N

obody to kick, no soul to 
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四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
団
体
刑
法
典
草
案
と
犯
罪
論

五
三
六

dam
n?<

<
 U

nternehm
ensstrafrecht revisited, JA

 2012, E
ditorial zu H

eft1.
（
25
）　

H
erbstkon

feren
z d

er Ju
stizm

in
isterin

n
en

 u
n

d
 Ju

stizm
in

ister am
 15. N

ovem
ber 2012 in

 B
erlin

, B
esch

lu
ss zu

 T
O

P
 II.1 

（w
w

w
.ju

stiz.n
rw

.d
e/JM

/

L
eitung/jum

iko/beschlusse/2012/herbstkonferenz12/II_1.pdf

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
月
一
一
日
）.

（
26
）　B

undestag D
rucksache 17/13087 （16.04.2013

）, S.4,11ff.

（
27
）　D

eutschlands Z
ukunft G

estalten, K
oalitionsvertrag zw

ischen C
D

U
, C

SU
 und SP

D
, 6. 12. 2013, S.101.

（
28
）　B

egründung S.2.

（
29
）　W

agner, a.a.O
. 

（A
nm

.7

）, Z
G

R
 2016, S.114－

計
画
が
大
連
立
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
と
す
る
。V

gl. K
ubiciel, D

ie deutschen 

U
nternehem

ensgeldbuß
en: E

in nicht w
ettbew

erbsfähiges M
odell und seine A

lternativen, N
Z

W
iSt 2016, S.180－

真
正
の
団
体
刑
法
の
導
入
の
た
め
の
相
当

な
政
治
的
意
思
に
欠
け
る
と
す
る
。

（
30
）　B

egründung S.26, K
utschaty, U

nternehm
ensstrafrecht: -D

eutschland debattiert, der R
est E

uropas handelt, D
R

iZ
 2013, S.16ff.

（
31
）　B

egründung, S.20f.

（
32
）　B

egründung, S.2, 22, 26, 28. K
rem

s, D
er N

R
W

-E
ntw

urf für ein V
erbandsstrafgesetzbuch G

esetzgeberische Intention und K
onzeption, Z

IS 2015, 

S.8, R
önnau/W

egner, a.a.O
. （A

nm
.5

）, Z
R

P
 2014, S.160.

（
33
）　B

egründung, S.22, 26, 28. M
oosm

ayer, C
om

pliance soll belohnt w
erden!, com

ply 2015, S.18.

（
34
）　M

oosm
ayer, a.a.O

. 

（A
nm

.33

）, com
ply 2015, S.18, K

ubiciel, D
ie deutschen U

nternehm
ensgeldbuß

en: E
in nicht w

ettbew
erbsfähiges M

odell und 

sein
e A

ltern
ativen

, K
öln

er p
ap

iere K
rim

in
alp

olitik, 2016, S
.3, 6ff. 

（N
Z

W
iS

t 2016, S
.179

）, H
oven

/W
im

m
er/S

ch
w

arz/S
ch

u
m

an
n

, D
er n

ord
rh

ein
-

w
estfälnische E

ntw
urf eines V

erbandsstrafgesetzes- K
ritische A

nm
erkungen aus W

issenschaft und P
raxis Teil1, N

Z
W

iSt 2014, S.162f, Schm
itt-

L
eonardy, Z

urück in die Z
u

kunft? Z
ur neuen alten D

iskussion um
 die U

nternehm
ensstrafe und zu dem

 im
m

er noch unzureichenden V
erständnis 

des P
roblem

s, Z
IS 2015, S.19.

（
35
）　T

rüg, C
om

pliance für die Justiz- R
eform

ansätze- A
lternativen zum

 （auf Individuen gem
ünzten

） Strafrecht: V
erw

altungssanktionen, B
uß

gelder, 

U
n

tern
eh

m
en

sstrafrech
t?, W

iJ 2015, S
.67, 70, M

eyberg, B
eckO

K
 O

W
iG

, 10.E
d

ition
, 2016, §30 R

n
.3, 5, R

ü
ben

stah
l/C

.B
rau

n
s, T

rial an
d

 E
rror- A

 

C
ritique of the N

ew
 G

erm
an D

raft C
ode for a G

enuine C
orporate C

rim
inal L

iability, G
erm

an L
aw

 Journal16-4 （2015

）, P.873.

（
36
）　B

egründung, S.32, B
öse, D

as U
nternehm

ensstrafrecht im
 Spiegel völker- und unionsrechtlicher V

orgaben, in: D
as U

nternehm
ensstrafrecht und 
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六
九
巻
二
号�

二
〇
五

五
三
七

seine A
lternativen, 2016, S.111, 

樋
口
亮
介
﹃
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
一
一
八
頁
、
一
二
一
頁
以
下
参
照
。

（
37
）　

V
gl. O

denthal, A
nm

erkungen zum
 E

ntw
urf eines V

erbandsstrafgesetzbuches, in: F
estschrift für W

essing, 2015, S.22.
（
38
）　B

eulke/M
oosm

ayer, D
er R

eform
vorschlag des B

undesverbandes der U
nternehm

ensjuristen zu den §§30, 130 O
W

iG
- P

lädoyer für ein m
odernes 

U
nternehm

enssanktionrecht-, C
C

Z
 2014, S.148, K

rem
s, a.a.O

. （A
nm

.32

）, Z
IS 2015, S.9, K

ubiciel/H
oven, D

er E
ntw

urf eines V
erbandsstrafgesetzes 

aus Sicht der R
echtsw

issenschaft- B
edeutung, Z

urechnungsm
odelle, P

rozessrecht, in: D
as U

nternehm
ensstrafrecht und Seine A

lternativen, 2016, 

S.163, P
ieth, a.a.O

. （A
nm

.16

）, K
J 2014, S.276.

（
39
）　B

egründung, S.39.

（
40
）　B

egründung, S.34, 39f.

（
41
）　

S
ch

n
itzer, D

er E
n

tw
u

rf ein
es V

erban
d

sstrafgesetzbu
ch

es: R
ech

tsp
olitisch

e Illu
sion

 od
er zu

kü
n

ftige R
ech

tsw
irklich

keit?, 2016, S
.60, G

äd
tke/

R
uttm

ann, A
usw

irkungen des geplanten V
erbStrG

 auf den V
ersicherungsschutz, in: D

as U
nternehm

ensstrafrecht und seine A
lternativen, 2016, 

S.376.

（
42
）　

広
す
ぎ
る
と
し
て
、
そ
の
排
除
を
提
案
す
る
の
は
、Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.281.

（
43
）　B

egründung, S.34,39.

（
44
）　D

A
V, a.a.O

. （A
nm

.3

）, S.22, D
A

I, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.18, Schünem
ann, a.a.O

. （A
nm

.8

）, G
A

 2015, S.279, R
übenstahl/B

rauns, a.a.O
. （A

nm
.35

）P.876. 

こ
の
批
判
は
本
草
案
と
一
致
す
る
秩
序
違
反
法
三
〇
条
に
も
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、R

önnau/W
egner, a.a.O

. （A
nm

.5

）, Z
R

P
 2014, S.159.

（
45
）　O

dentahl, a.a.O
. （A

nm
.37

）, S.24.

（
46
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.68.

（
47
）　B

egründung, S.40.

（
48
）　Z

iesch
an

g, a.a.O
. 

（A
n

m
.16

）, G
A

 2014,  S
.102, M

an
sd

ö
rfer, 

”Z
u

w
id

erh
an

d
lu

n
gen

” d
er 

“E
n

tsch
eid

u
n

gsträger
” u

n
d

 
“V

erletzu
n

g
” vo

n 

V
erbandspflichten, Z

IS 2015, S.25, H
oven, D

er nordrhein-w
estfälische E

ntw
urf eines V

erbandsstrafgesetzbuchs- E
ine kritische B

etrachtung von 

B
egrü

n
d

u
n

gsm
od

ell u
n

d
 V

orau
ssetzu

n
gen

 d
er S

traftatbestän
d

e, Z
IS

 2014, S
.24, H

oven
/W

im
m

er/S
ch

w
arz/S

ch
u

m
an

n
, a.a.O

. （A
n

m
.34

）, T
eil1, 

N
Z

W
iSt 2014, S.163.

（
49
）　B

egründung, S.41.
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五
三
八

（
50
）　

H
oven

/W
im

m
er/S

ch
w

arz/S
ch

u
m

an
n

, a.a.O
. 

（A
n

m
.34

）, T
eil1, N

Z
W

iS
t 2014, S

.165, S
ch

n
itzer, a.a.O

. 

（A
n

m
.41

）, S
.73, K

u
biciel/H

oven
, a.a.O

. 

（A
nm

.38

）,  S.174.
（
51
）　M

ansdörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.27.

（
52
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.73.

（
53
）　B

egründung, S.45.

（
54
）　M

andörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.27, Sieber/E

ngelhart, C
om

pliance P
rogram

s for the P
revention of E

conom
ic C

rim
es, 2014, S.215f.

（
55
）　Schünem

ann, D
ie aktuelle F

orderung eines V
erbandsstrafrechts-E

in krim
inalpolitischer Z

om
bie, Z

IS 2014, S.14. 

本
草
案
五
条
は
十
分
な
解
決
を
も
た

ら
さ
な
い
と
す
る
の
は
、H

oven/W
im

m
er/Schw

arz/Schum
ann, a.a.O

. （A
nm

.34

）, Teil1, N
Z

W
iSt 2014, S.164.

（
56
）　W

agner, a.a.O
. （A

nm
.7

）, Z
G

R
 2016, S.122. 

決
定
担
当
者
の
概
念
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
団
体
責
任
法
三
条
二
項
（
決
定
担
当
者
自
身
が
行
為
を
違
法
か
つ
有
責
に
行
っ

た
場
合
、
団
体
は
決
定
担
当
者
の
犯
罪
に
つ
い
て
答
責
的
で
あ
る
。）、
同
条
三
項
二
号
（
決
定
担
当
者
が
事
態
に
応
じ
て
必
要
か
つ
期
待
可
能
な
注
意
、
特
に
そ
の
よ
う
な
行

為
の
防
止
の
た
め
に
重
要
な
技
術
的
・
組
織
的
・
人
的
措
置
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
行
為
遂
行
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
は
本
質
的
に
容
易
に
な
っ
た
場
合
）
を
参
考
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
57
）　B

egründung, S.41.

（
58
）　B

egründung, S.42.

（
59
）　B

egründung, S.42.

（
60
）　B

egründung, S.44. W
agner, a.a.O

. （A
nm

.7

）, Z
G

R
 2016, S.122

は
、
こ
れ
に
よ
り
団
体
の
可
罰
性
の
拡
大
は
実
際
上
行
わ
れ
な
い
と
す
る
。

（
61
）　B

D
I/B

D
A

, a.a.O
. 

（A
nm

.3

）, S.7, M
ansdörfer, a.a.O

. 

（A
nm

.48
）, Z

IS 2015, S.26, W
illem

s, D
er N

R
W

-E
ntw

urf für ein V
erbandsstrafgesetzbuch- die 

P
erspektive der W

irtschaft, Z
IS 2015, S.43, W

ohlers, D
er G

esetzesentw
urf zur strafrechtlichen V

erantw
ortlichkeit von U

nternehm
en und sonstigen 

V
ervänden, Z

G
R

 2016, S.377f., Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S.81, R
übenstahl/B

rauns, a.a.O
. （A

nm
.35

）, P.877.

（
62
）　Schnitzer, a.a.O

. 

（A
nm

.41

）, S.89

（
理
由
書
の
例
は
失
敗
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
規
定
の
意
義
・
目
的
か
ら
、
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
の
み
管
理
機
能
に
お
い
て
責

任
を
有
す
る
部
局
長
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
適
用
領
域
に
関
し
て
原
則
と
し
て
草
案
一
条
三
項
の
規
定
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
（S.82

））.

（
63
）　M

ansdörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.26.

（
64
）　W

agner, a.a.O
. （A

nm
.7

）, Z
G

R
 2016, S.122.
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二
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九

（
65
）　Z

ieschang, a,a.O
. （A

nm
.16

）, G
A

 2014, S.98.
（
66
）　B

egründung, S.43, H
oven, a.a.O

. （A
nm

.48

）, Z
IS 2014, S.19.

（
67
）　B

egründung, S.43, 45. H
aubner, D

er G
esetzesentw

urf N
ordrhein- W

estfalens zur E
inführung eines U

nternehm
ensstrafrechts, D

er B
etrieb 2014, 

S.1359.

（
68
）　H

oven, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2014, S.21, K

ubiciel, V
erbandsstrafe- V

erfassungskonform
ität und System

kom
patibilität, Z

R
P

 2014, S.137, Schm
itt- 

L
eonardy, a.a.O

. （A
nm

.34

）, Z
IS 2015, S.14f., K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.170.

（
69
）　M

ansödrfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.25, Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.109.

（
70
）　M

ansdörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.28, W

ohleers, a.a.O
. （A

nm
.61

）, Z
G

R
 2016, S.378. Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.111

は
、﹁
団
体
に
よ
る
決

定
担
当
者
の
選
任
・
監
督
に
際
し
て
、
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
決
定
に
よ
り
指
示
さ
れ
、
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
団
体
に
お
け
る
有
責
な
組
織

化
の
欠
陥
に
原
因
が
あ
る
限
り
、
団
体
に
対
し
て
団
体
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
﹂
と
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

（
71
）　Schm

itt-L
oenardy, a.a.O

. （A
nm

.34
）, Z

IS 2015, S.18, W
agner, a.a.O

. （A
nm

.7

）, Z
G

R
 2016, S.152.

（
72
）　Schm

itt-L
eonardy, a.a.O

. （A
nm

.34
）, Z

IS 2015, S.20.

（
73
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.104.

（
74
）　H

oven, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2014, S.24, W

illem
s, a.a.O

. （A
nm

.61

）, Z
IS 2015, S.42, R

übenstahl/B
rauns, a.a.O

. （A
nm

.35

）, P.876f., H
oven/W

im
m

er/

S
ch

w
arz/S

ch
u

m
an

n
, a.a.O

. 

（A
n

m
.34

）, N
Z

W
iS

t 2014, T
eil1, S

.163, O
d

eh
th

al, a.a.O
. 

（A
n

m
.37

）, S
.25, K

u
biciel/H

oven
, a.a.O

. 

（A
n

m
.38

）, S
.172f., 

Z
ieschang, a.a.O

. （A
nm

.16

）, G
A

 2014, S.102.

（
75
）　B

egründung, S.40.

（
76
）　B

egründung, S.46.

（
77
）　K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.173. 

な
お
、
樋
口
・
前
掲
注
（
36
）
一
四
四
頁
以
下
参
照
。

（
78
）　B

R
A

K
, a.a.O

. 

（A
n

m
.3

）, S
.10, U

n
tern

eh
m

er-n
rw

, a.a.O
. 

（A
n

m
.3

）, S
.7, D

A
I, a.a.O

. 

（A
n

m
.3

）, S
.10, D

A
V, a.a.O

. 

（A
n

m
.3

）, S
.24, W

oh
lers, a.a. O

. 

（A
nm

.61

）, Z
G

R
 2016, S.378, Schm

itt-L
eonardy, a.a.O

. （A
nm

.34

）, Z
IS 2015, S.20.

（
79
）　K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.170, B
öse, Strafbarkeit juristischer P

ersonen- Selbstverständlichkeit oder P
aradigm

enw
echsel im

 Strafrecht, 

Z
StW

 126 （2014

）, S.147.
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（
80
）　H

oven, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2014, S21f., K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.171, K
ubiciel, a.a.O

 （A
nm

.68

）, Z
R

P
 2014, S.137.

（
81
）　B

egründung, S.47.
（
82
）　R

ogall, K
K

-O
W

iG
, 4.A

ufl., 2014, §130 R
n.113. 

神
例
・
前
掲
注
（
4
）
一
四
四
頁
参
照
。

（
83
）　Z

iesch
an

g, a.a.O
. 

（A
n

m
.16

）, G
A

 2014, S
.99, R

ü
b

en
stah

l/B
rau

rs, a.a.O
.（A

n
m

.35

）, P.878, D
A

I, a.a.O
. 

（A
n

m
.3

）, S
.17, S

ch
o

o
p

/S
id

h
u

, 

R
echtstatsächliche A

nm
erkungen zum

 N
R

W
-E

ntw
urf, in: D

as U
nternehm

ensstrafrecht und seine A
lternativen, 2016, S.150f., M

ansdörfer, a.a.O
. 

（A
nm

.48

）, Z
IS 2015, S.30. Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.130.

（
84
）　M

ansdörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.30f.

（
85
）　B

egründung, S.36.

（
86
）　B

egründung. S.45f.

（
87
）　B

egründung, S.46.

（
88
）　Jahn/P

ietsch, D
er N

R
W

-E
ntw

urf für ein V
erbandsstrafgesetzbuch, E

ine E
inführung in das K

onzept und seine F
olgefragen, Z

IS 2015, S.2, W
agner, 

a.a.O
. （A

nm
.7

）, Z
G

R
 2016, S.144

は
、
本
草
案
は
現
行
法
と
厳
格
な
団
体
責
任
の
中
間
で
あ
る
と
す
る
。

（
89
）　K

rem
s, a.a.O

. （A
nm

.32

）, Z
IS 2015, S.9.

（
90
）　B

egründung, S.46, W
agner, a.a.O

. （A
nm

.7

）, Z
G

R
 2016, S.119.

（
91
）　L

öfferm
ann, D

er E
ntw

urf eines G
esetzes zur E

inführung der strafrechtlichen V
erantw

ortlichkeit von U
nternehm

en und sonstigen V
erbänden, 

JR
 2014, S.192, Z

ieschang, a.a.O
. （A

nm
.16

）, G
A

 2014, S.101, W
ohlers, a.a.O

. （A
nm

.61

）, Z
G

R
 2016, S.380. Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.126 

は
、﹁
期

待
可
能
﹂
と
い
う
概
念
は
明
確
性
の
要
請
を
満
た
さ
な
い
と
す
る
。

（
92
）　M

ansdörfer, a.a.O
. （A

nm
.48

）, Z
IS 2015, S.25, W

agner, a.a.O
. （A

nm
.7

）, Z
G

R
 2016, S.119, Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.107.

（
93
）　B

U
J, a.a.O

. （A
nm

.3

）, G
esetzgebungsvorschlag für eine Ä

nderung der §§30, 130 O
W

iG
, S.2 0f.

は
、

　
　

1.　

従
業
員
お
よ
び
決
定
担
当
者
の
慎
重
な
選
任
・
指
導
・
監
督

　
　

2.　

団
体
に
由
来
す
る
、
団
体
に
関
連
す
る
犯
罪
・
秩
序
違
反
遂
行
の
危
険
の
定
期
的
な
調
査
・
評
価

　
　

3.　

企
業
経
営
に
関
係
す
る
、
団
体
に
関
連
す
る
犯
罪
・
秩
序
違
反
の
防
止
を
目
的
と
す
る
指
示
の
発
令
・
教
育

　
　

4.　

信
頼
性
を
維
持
し
て
、
従
業
員
に
、
企
業
経
営
に
関
係
が
あ
る
可
能
な
団
体
に
関
連
す
る
犯
罪
・
秩
序
違
反
の
指
摘
を
適
切
な
部
署
に
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
手
続
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5. 　

企
業
経
営
に
関
係
す
る
団
体
に
関
連
す
る
犯
罪
・
秩
序
違
反
を
示
唆
す
る
嫌
疑
の
要
素
の
解
明
、
誤
っ
た
行
為
の
処
罰

　
　

を
提
案
す
る
。V

gl. Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S.134.
（
94
）　B

egründung. S.37.

（
95
）　B

egründung, S.48.

（
96
）　B

egründung, S.49.

（
97
）　K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.179. Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S. 144

は
、
支
店
の
所
在
地
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
98
）　B

egründung, S.49.

（
99
）　

外
国
で
犯
さ
れ
た
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
、﹁
犯
人
が
行
為
時
に
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
時
、
も
し
く
は
行
為
後
に
ド
イ
ツ
人
に
な
っ
た
と
き
﹂、
ド
イ
ツ
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
。

（
１００
）　K

ubiciel/H
oven, a,a,O

. （A
nm

.38

）, S.179.

（
１０１
）　D

R
B

, a.a.O
, （A

nm
.3

）, S.6.

（
１０２
）　

検
事
局
は
、
本
法
の
場
所
的
適
用
範
囲
外
で
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
ま
た
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
外
国
に
お
い
て
、
す
で
に
団
体
に
対
し
、
団
体
の
影
響
お
よ
び
法

秩
序
の
防
衛
の
た
め
に
十
分
と
思
わ
れ
る
、
確
定
力
の
あ
る
刑
が
科
せ
ら
れ
た
場
合
、
も
し
く
は
科
せ
ら
れ
る
と
予
期
さ
れ
る
場
合
に
は
、
団
体
犯
罪
の
訴
追
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
公
訴
が
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
検
察
官
の
申
し
立
て
に
基
づ
い
て
、
い
か
な
る
段
階
に
お
い
て
も
一
時
的
に
訴
訟
を
打
ち
切
る
こ
と
が

で
き
る
。
刑
事
訴
訟
法
一
五
四
条
三
項
か
ら
五
項
は
準
用
さ
れ
る
。

（
１０３
）　B

egründung, S.49f. R
öm

erm
ann, 2014-E

in Jahr im
 Z

eichen der C
om

pliance: nun auch für m
ittelständische G

m
bH

, G
m

bH
R

 2014, S.7. 

（
１０４
）　B

D
I/B

D
A

, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.8.

（
１０５
）　Schnitzer, a,a,O

. （A
nm

.41

）, S.145f.

（
１０６
）　

権
利
承
継
者
の
定
義
は
一
条
四
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
三
１
（
一
八
四
頁
）
参
照
）。

（
１０７
）　B

egründung, S.42. 

な
お
、
二
〇
一
三
年
に
改
正
さ
れ
た
秩
序
違
反
法
三
〇
条
二
ａ
項
で
、
権
利
承
継
の
場
合
の
過
料
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
過
料
は
承
継
し

た
財
産
価
値
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
本
草
案
に
は
類
似
の
責
任
の
限
定
は
見
ら
れ
な
い
。

（
１０８
）　

団
体
の
権
利
お
よ
び
義
務
が
、
権
利
の
全
体
承
継
に
よ
り
他
の
団
体
に
移
行
し
た
場
合
、
本
連
邦
法
に
規
定
さ
れ
た
法
律
効
果
は
権
利
承
継
者
に
及
ぶ
。

（
１０９
）　

B
egründung, S.51.

（
１１０
）　W

illem
s, a.a.O

. （A
nm

.61

）, Z
IS 2015, S.44, D

A
I, a,a,O

. （A
nm

.3

）, S.17, D
B

I/D
B

A
, a.a.O

. （A
nm

.3

）, S.8f, Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S.136, O
denthal, 
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a.a.O
. 

（A
nm

.37

）, S.27f. 

は
、
権
利
承
継
者
が
違
反
行
為
を
認
識
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
規
範
に
違
反
す
る
も
の
で
も
、
法
益

を
侵
害
す
る
も
の
で
も
な
く
、
帰
責
基
準
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
。

（
１１１
）　Z

ieschang, a,a,O
. （A

nm
.16

）, G
A

 2014, S.101, B
R

A
K

, a,a.O
. （A

nm
.3

）, S.11, Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S.138f.

（
１１２
）　H

aubner, a.a.O
. （A

nm
.67

）, D
er B

etrieb 2014, S.1364.

（
１１３
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.139.

（
１１４
）　B

egründung, S.51f.

（
１１５
）　M

itsch, T
äterschaft und Teilnahm

e bei der “V
erbandsstraftat ”, N

Z
W

iSt 2014, S.3, Z
ieschang, a.a.O

. （A
nm

.16

）, G
A

 2014, S.100.

（
１１６
）　B

D
I/B

D
A

, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.9, D
A

V, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.24, H
aubner, a.a.O

. （A
nm

.67

）, D
er B

etrieb 2014,S. 1363, Szeny, B
raucht D

eutschland eine 

“U
nternehm

ensstrafe ” ?, B
B

 2013, S.1, H
oven/W

im
m

er/Schw
arz/Schum

ann, a.a.O
. 

（A
nm

.34

）, Teil 3, N
Z

W
iSt 2014, S.244, K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. 

（A
nm

.38

）, S.175, Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
.41

）, S.208, O
denthal, a.a.O

. （A
nm

.37

）, S.23, K
ubiciel, a.a.O

. （A
nm

.29

）, N
Z

W
iSt 2016, S.181

は
、
利
益
収
奪

と
刑
罰
の
混
同
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
純
益
主
義
（N

ettoprinzip

）
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
１１７
）　

M
itsch

, a.a.O
. 

（A
n

m
.115

）, N
Z

W
iS

t2014, S
.1ff, M

an
sd

ö
rfer, a.a.O

. 

（A
n

m
.48

）, Z
IS

 2015, S
.31. V

gl. K
u

lh
an

ek
, K

atego
risieru

n
g ein

er 

V
erban

d
sstrafbarkeit n

ach
 versch

ied
en

en
 D

eliktstyp
en

 u
n

d
 -form

en
- Ü

berlegu
n

gen
 zu

 eigen
h

än
d

igen
 D

elikten
, T

ätersch
ft u

n
d

 T
eiln

ah
m

e, 

A
m

tsdelikten und subjektiven T
atbestandsm

erkm
alen, Z

StW
 127 （2015

）, S.303ff.

（
１１８
）　B

egründung, S.68.

（
１１９
）　Schnitzedr, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.150f.

（
１２０
）　Schnitzer, a.a.O
. 

（A
nm

.41

）, S.160, 162 

（
団
体
犯
罪
と
個
人
犯
罪
の
関
係
を
具
体
的
に
特
別
に
規
定
し
、
正
犯
・
共
犯
規
定
を
除
く
特
定
の
刑
法
典
総
則
規
定
の
み
が

指
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
条
一
項
の
規
定
を
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
）.

（
１２１
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.114f. 

は
、
二
条
二
ａ
項
と
し
て
、﹁
決
定
担
当
者
、
従
業
員
の
す
べ
て
の
行
為
が
同
一
の
団
体
の
組
織
の
欠
陥
に
基
づ
く
場
合
、
二
条
一

項
・
二
項
の
意
味
で
の
一
つ
の
団
体
に
関
連
す
る
違
反
行
為
が
存
在
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
。

（
１２２
）　K

ubiciel/H
oven, a.a.O

. （A
nm

.38

）, S.177. －

帰
責
モ
デ
ル
に
と
っ
て
は
、
特
に
免
責
可
能
性
お
よ
び
帰
責
阻
却
事
由
が
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
固
有

の
責
任
の
確
定
は
、
一
般
的
刑
罰
法
規
の
包
括
的
規
定
を
要
求
す
る
。

（
１２３
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.148, 181.
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（
１２４
）　H

etzer, G
esetzvorschlag zum

 U
nternehm

ensstrafrecht aus N
R

W
, Z

R
F

C
 2014, S.18ff., W

egner, a.a.O
. （A

nm
.18

）, Z
R

P
 1999, S.187ff., T

ransparency 

In
tern

ation
al, a.a.O

. 

（A
n

m
.3

）, S
ch

n
itzer, a.a.O

. 

（A
n

m
.41

）, S
.286, W

agn
er, a.a.O

. 

（A
n

m
.7

）, Z
G

R
 2016, S

.144. K
u

biciel, V
erfassu

n
gskon

form
ität, 

System
kom

patibilität, F
olgen, K

ölner P
apier zur K

rim
inalpolitik, 2/2014, S.17.

（
１２５
）　H

oven, a.a.O
. 

（A
nm

.48

）, Z
IS 2014, S.19ff., Schünem

ann, a.a.O
. 

（A
nm

.55

）, Z
IS 2014, S.1ff., ders., Z

ur F
rage der V

erfassungsw
idrigkeit und der 

F
olgen eines Strafrechts für U

nternehm
en, R

echtsgutachten zum
 G

esetzesantrag des L
andes N

ordrhein-W
estfalen, 2013, S.4ff., H

aubner, a.a.O
. 

（A
n

m
.67

）, D
er B

etrieb 2014, S
.1358ff., H

oven
/W

im
m

er/ S
ch

w
arz/S

ch
u

m
an

n
, a.a.O

. 

（A
n

m
.34

）, T
eil 1-3, N

Z
W

iS
t 2014, S

.161ff., 201ff., 242ff., 

L
ö

ffelm
an

n
, a.a.O

. 
（A

n
m

.91

）, JR
 2014, S

.185ff., H
eu

k
in

g/v.C
o

elln
, D

ie ak
tu

elle D
isk

u
ssio

n
 u

m
 B

u
ß

e o
d

er S
trafe fü

r U
n

tern
eh

m
en

, 

B
B

 2014
, S

.3016
ff., R

ö
m

e
rm

an
n

, a.a.O
. 

（A
n

m
.103

）, G
m

b
H

R
 2014

, S
.1

ff., Z
ie

sch
an

g
, a.a.O

. 

（A
n

m
.16

）, G
A

 2014
, S

.91
ff., G

ö
rtz, 

U
n

tern
eh

m
en

sstrafrech
t:E

n
tw

u
rf ein

es V
erban

d
sstrafgesetzbu

ch
s, W

iJ 2014, S
.8ff., W

itte/W
agn

er, a.a.O
. 

（A
n

m
.9

）, B
B

 2014, S
.643ff., F

in
k, G

ilt 

“n
em

o ten
etu

r se ip
su

m
 accu

sare
” au

ch
 fü

r ju
ristisch

e P
erson

en
?- Z

u
m

 P
roblem

 d
er S

elbstbelastu
n

gsfreih
eit an

lässlich
 d

es E
n

tw
u

rfs ein
es 

“V
erban

d
sstrafgesetzbu

ch
s
”- , w

istra 2014, S
.457ff., P

ieth
, a.a.O

. 

（A
n

m
.16

）, K
J 2014, S

.276ff., Jah
n

/P
ietsch

, a.a.O
. 

（A
n

m
.88

）, Z
IS

 2015, S
.1ff., 

K
rem

s, a.a.O
. 

（A
nm

.32

）, Z
IS 2015, S.5ff., Schm

itt-L
eonardy, a.a.O

. 

（A
nm

.34

）, Z
IS 2015, S.11ff., M

ansdörfer, a.a.O
. 

（A
nm

.48

）, Z
IS 2015, S.23ff., 

F
ischer/H

oven, U
nternehm

en vor G
ericht? E

inige A
nm

erkungen zu prozessualen F
ragen, Z

IS 2015, S.32ff., W
illem

s, a.a.O
. 

（A
nm

.61

）, Z
IS 2015, 

S.40ff.usw
.

（
１２６
）　Schünem

ann, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 2015, S.275, L
öffelm

ann, R
echtspolitik 2014, 2015, S.9, W

agner, a.a.O
. （A

nm
.7

）, Z
R

G
 2016, S.139, Z

ieschang, 

a.a.O
. （A

nm
.16

）, G
A

 2014, S.94.

（
１２７
）　V

ogel, U
nrecht und Schuld in einem

 U
nternehm

ensstrafrecht, in: K
em

p/L
üderssen/ V

olk （H
rsg.

）, U
nternehm

ensstrafrecht, 2012, S.209, Schm
itt-

L
eonardy, a.a.O

. 

（A
nm

.34

）, Z
IS 2015, S. 12, E

ngelhart, a.a.O
. 

（A
nm

.20

）, N
Z

W
iSt 2015, S.210, D

R
B

, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.3,7, B
otschaft v.21.09.1998 

zur Ä
nderung des schw

eizerischen Strafgesetzbuches, B
B

l. 1999, S.2142, B
egründung, S.29. 

ロ
ー
タ
ー
・
ク
ー
レ
ン
（
岡
上
雅
美
訳
）﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
刑
法
﹂
比
較
法
学
四
七
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
八
三
頁
。

（
１２８
）　D

B
R

, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.7, M
oosm

ayer, a.a.O
. （A

nm
.33

）, com
ply 2015, S.19, M

om
sen, B

eckO
K

 StG
B

, 2015,§14 R
n.28b., B

eulke/M
oosm

ayer, a.a.O
. 

（A
nm

.38

）, C
C

Z
 2014, S.147, T

rüg, a.a.O
. （A

nm
.35

）, W
iJ 2015, S.66, 72, R

übenstahl/B
rauns, a.a.O

. （A
nm

.35

）, P.886, M
ansdörfer, a.a.O

. （A
nm

.48

）, 

Z
IS 2015, S.31, D

ierlam
m

, a.a.O
. 

（A
nm

.16

）, com
ply 2015, S.20, R

önnau/ W
egner, a.a.O

. 
（A

nm
.5

）, Z
R

P
 2014, S.158, E

ngelhart, a.a.O
. 

（A
nm

.20

）, 
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

二
一
二

ド
イ
ツ
に
お
け
る
団
体
刑
法
典
草
案
と
犯
罪
論

五
四
四

N
Z

W
iSt 2015,  S.209, R

ogall, a.a.O
. （A

nm
.16

）, G
A

 2015, S.260, D
R

B
, a.a.O

. （A
nm

.3

）, S.7. 

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ズ
ィ
ー
バ
ー
／
マ
ル
ク
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
﹁
ド
イ

ツ
の
経
済
犯
罪
の
防
止
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム－

実
証
的
研
究
﹂
甲
斐
克
則
・
田
口
守
一
編
﹃
刑
事
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
国
際
動
向
﹄（
信
山
社
、

二
〇
一
五
年
）
一
八
二
頁
。

（
１２９
）　

B
U

J, a.a.O
. （A

nm
.3

）, G
esetzgebungsvorschlag, S.11ff., M

oosm
ayer, a.a.O

. （A
nm

.33

）, com
play 2015, S.19.

（
１３０
）　H

euking/C
oelln, a.a.O

. （A
nm

.125

）, B
B

 2014, S.3018f.

（
１３１
）　D

IC
O

, a.a.O
. （A

nm
.3

）, C
om

pliance-A
nreiz-G

esetz.

（
１３２
）　D

ierlam
m

, a.a.O
. （A

nm
.16

）, com
ply 2015, S.21.

（
１３３
）　Schünem

ann, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 2015, 281.

（
１３４
）　K

ubiciel, a.a.O
. （A

nm
.29

）, N
Z

W
iSt 2016, S.180.

（
１３５
）　T

rüg, a.a.O
. （A

nm
.35

）, W
iJ 2015, S.69.

（
１３６
）　B

egründung, S.30. V
ogel, U

nrecht und Schuld in einem
 U

nternehm
ensstrafrecht, StV

 2012, S.429, H
aubner, a.a.O

. （A
nm

.67

）, D
er B

etrieb 2014, 

S.1363.

（
１３７
）　E

ngelhart, a.a.O
. （A

nm
.20

）, S.204.

（
１３８
）　

R
ogall, a.a.O

. 

（A
n

m
.16

）, G
A

 2015, S
.265, M

an
sd

örfer, a.a.O
. 

（A
n

m
.48

）, Z
IS

 2015, S
.31, H

eu
kin

g/C
oelln

, a.a.O
. 

（A
n

m
.125

）, B
B

 2014, S
.3023, 

H
aubner, a.a.O

. （A
nm

.67

）, D
er B

etrieb 2014, S. 1363.

（
１３９
）　Schünem

ann, a.a.O
. （A

nm
.55

）, Z
IS 2014, S.4, T

rüg, a.a.O
. （A

nm
.35

）, W
iJ 2015, S.68.

（
１４０
）　T

iedem
ann, D

ie “B
ebuß

ung” von U
nternehm

en nach dem
 2. G

esetz zur B
ekäm

pfung der W
irtschaftskrim

inalität, N
JW

 1988, S.1172, D
annecker, 

Z
ur N

otw
endigkeit der E

inführung krim
inalrechtlicher Sanktionen gegen V

erbände, G
A

 2001, S.115ff., P
ieth, a.a.O

. （A
nm

.16

）. K
J 2014, S.278.

（
１４１
）　Sch

ü
n

em
an

n
, D

ie S
trafb

ark
eit d

er ju
ristisch

en
 P

erso
n

en
, au

s d
eu

tsch
er u

n
d

 eu
ro

p
äisch

er S
ich

t in
: B

au
stein

e d
es eu

ro
p

äisch
en 

W
irtschaftsstrafrechts, M

adrid-Sym
posium

 für K
laus T

iedem
ann, 1994, S.265, 284. Schnitzer, a.a.O

 （A
nm

.41

）, S.107 

は
、
責
任
な
き
処
罰
に
帰
す
る
と

批
判
す
る
。

（
１４２
）　

B
egrü

n
d

u
n

g, S
.27, 43. K

u
biciel/H

oven
, a.a.co.

（A
n

m
38

）, 165ff., H
oven

/W
im

m
er/S

ch
w

arz /S
ch

u
m

an
n

, a.a.O
. 

（A
n

m
.34

）, N
Z

W
iS

t 2014, S
.162. 

Schnitzer, a.a.O
. （A

nm
41

）, S.79 

は
、
本
草
案
は
、
行
為
者
の
責
任
の
帰
責
と
固
有
の
団
体
責
任
モ
デ
ル
の
混
合
形
態
を
選
択
し
た
と
す
る
。
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ド
イ
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に
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け
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と
犯
罪
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
二
号�

二
一
三

五
四
五

（
１４３
）　L

öffelm
ann, a.a.O

. （A
nm

.126

）, S.9.
（
１４４
）　Schm

nitt-L
eonardy, a.a.O

. （A
nm

.34

）, S.19.
（
１４５
）　Schnitzer, a.a. O

. （A
nm

.41

）, S.94, 96.

（
１４６
）　Sch

ü
n

em
an

n
, a.a.O

. 

（A
n

m
.8

）, G
A

 2015, S
.279, T

rü
g, a.a.O

. 

（A
n

m
.35

）, W
iJ 2015, S

.69, L
ü

d
erssen

, In
terven

tion
srech

t gegen
 U

n
tern

eh
m

en
?- 

Skizze eines neuen H
aftungstypus, U

nternehm
ensstrafrecht, 2012, S.390, R

übenstahl/B
rauns, a.a.O

. 

（A
nm

.35

）, P.874, H
aubner, a.a.O

. （A
nm

.67

）, 

D
er B

etrieb 2014, S.1364, L
eipold, K

om
m

t das U
nternehm

ensstrafrecht?, N
JW

- Spezial, 2013, S.696, W
agner, a.a.O

. （A
nm

.7

） ZG
R

 2016, S.138, D
A

I, 

a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.3, 11, D
A

V, a.a.O
. （A

nm
.3

）, S.18f.

（
１４７
）　B

egründung, S.32. 
こ
れ
に
対
し
て
、Schünem

ann, a.a.O
. （A

nm
.8

）, G
A

 2015, S.279 

は
、
こ
の
場
合
は
刑
罰
の
反
映
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
て
、
株
主
や
労
働

者
は
団
体
を
構
成
し
て
お
り
、
彼
ら
に
対
す
る
害
悪
の
賦
課
が
正
当
化
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
川
崎
友
己
﹃
企
業
の
刑
事
責
任
﹄（
二
〇
〇
四
年
、

成
文
堂
）
四
一
七
頁
は
、
最
善
の
方
法
は
、
執
行
の
段
階
で
の
分
納
制
度
の
実
施
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
１４８
）　Schnitzer, a.a.O

. （A
nm

.41

）, S.130
は
、
重
畳
処
罰
は
﹁
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
﹂
の
原
則
に
違
反
す
る
と
し
、
団
体
の
み
の
処
罰
を
提
案
す
る
。

（
１４９
）　G

örz, a.a.O
. 

（A
n

m
.125

）, W
iJ 2014, S

.14, H
oven

/W
im

m
er/ S

ch
w

arz/S
ch

u
m

an
n

, a.a.O
. 

（A
n

m
.34

）, T
el3, N

Z
W

iS
t 2014, S

.245, M
an

sd
örfer, a.a.O

. 

（A
nm

.48

）, Z
IS 2015, S.23.

（
１５０
）　Schnitzer, a.a.O

. 

（A
nm

.41

）, S.209

は
、﹁
団
体
罰
金
を
科
す
場
合
、
秩
序
違
反
法
三
〇
条
に
基
づ
く
過
料
の
賦
課
は
排
除
さ
れ
る
。﹂
と
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

（
１５１
）　

M
ansdörfer, a.a.O

. （A
nm

.48

）, Z
IS 2015, S.23.

（
１５２
）　K

utschaty, U
nternehm

ensstrafrecht: N
R

W
-Justizm

inister sieht G
esetzzentw

urf noch 2014 im
 B

undesrat, juve 22.05.2014.

（
１５３
）　W

agner. a.a.O
. （A

nm
.7

）, S.114. V
gl. K

ubiciel, a.a.O
. （A

nm
.29

）, S.180.

（
１５４
）　B

T-D
rucks. 18/2187 （22.7.2014

）, S.2, 5.

（
１５５
）　R

ogall, a.a.O
. （A

nm
.16

）, G
A

, 2015, S.261, K
rem

s, a.a.O
. （A

nm
.32

）, Z
IS 2015, S.5.

（
１５６
）　H

oven
/W

im
m

er/S
ch

w
arz/S

ch
u

m
an

n
, a.a.O

. 

（A
n

m
.34

）, T
eil3, N

Z
W

iS
t, 2014, S

.245, S
ch

m
itt- L

eon
ard

y, a.a.O
. 

（A
n

m
.34

）, Z
IS

 2015, S
.21, Jah

n
, ” 

T
here is no such thing as too big to jail-. Z

u den verfassungsrrechtlichen E
inw

änden gegen ein V
erbandsstrafgesetzbuch unter dem

 G
rundgesetz, 

in: D
as U

nternehm
ensstrafrecht und seine A

lternativen, 2016, S.85.




